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薬師スキー場で行われた雪上ＦＭＸショー
での圧巻のパフォーマンス。緑のウェアの
ライダーは魚沼特使に委嘱された鈴木大助
選手です。（関連記事１３Ｐ）
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va
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魚
沼
市

報

う お
ぬ ま
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魚
沼
市
自
然
環
境
保
全
条
例
で
は
、
保
全
地
区
及
び
保

護
動
植
物
等
の
指
定
を
行
い
、
捕
獲
等
の
行
為
を
制
限
し

て
い
ま
す
。
現
在
は
、
昆
虫
の
灯
火
採
集
が
規
制
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、「
ギ
フ
チ
ョ
ウ
」
が
保
護
動
植
物
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
魚
沼
市
全
域
を
対
象
地
区
と
し
て

い
ま
す
。
調
査
デ
ー
タ
等
に
基
づ
き
、今
後
も
保
全
地
区・

保
護
動
植
物
等
の
指
定
を
追
加
し
て
い
き
ま
す
。

希
少
な
自
然
を
い
つ
ま
で
も

　
美
し
い
魚
沼
の
四
季
が
織
り
な
す
豊
か
な
自
然
。
私
た
ち
の
心
の
オ
ア
シ
ス
で
も
あ
る
こ
の
自
然
の

希
少
な
生
態
系
は
、
現
在
、
人
々
の
生
活
様
式
の
変
化
や
乱
獲
等
に
よ
り
徐
々
に
そ
の
個
体
数
を
減

ら
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
市
で
は
将
来
に
渡
り
こ
の
貴
重
な
生
態
系
を
保
全
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
魚
沼

市
自
然
環
境
保
全
条
例
」
を
平
成
２８
年
７
月
１
日
に
制
定
し
ま
し
た
。
条
例
で
の
規
制
事
項
や
自
然

環
境
保
全
調
査
に
関
わ
る
人
た
ち
の
声
を
通
じ
、か
け
が
え
の
な
い
「
魚
沼
の
自
然
」
を
特
集
し
ま
す
。

問  

環
境
対
策
室  

☎
７
９
２・９
７
６
６

ス
ズ
メ
ウ
リ

ウリ科。やや湿り気のある山すそ等に多い。
丸い小さな実が連なる様子は愛らしい。

エ
ビ
ラ
フ
ジ

マメ科。濃い紅紫色の花が集合して咲く。
若芽は「アズキナ」と呼ばれる。

ノ
ニ
ガ
ナ

新潟県の絶滅危惧種。魚沼市では、田んぼ
の畦などにたくさん生えている。

ノ
ジ
コ

春に渡って来る。黄色い姿と美しい鳴き声
が特徴の鳥。

カ
ワ
セ
ミ

市内の水辺で広く見られる青い背中がとても
美しい鳥。水に飛び込んで魚を取って食べる。

キ
ビ
タ
キ

オスはのどからお腹が黄色で背中が黒の姿
が美しい。ピッコロピッコロと鳴く。

ハ
コ
ネ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

山地の渓流に生息し、ふ化した幼生は
２年以上を水中で過ごす。

池や湿地、水田でよく見かける。陸上・
水中を問わず、動作が非常に俊敏。

指に発達した吸盤があり、樹上で生活
するのに適している。

両生類

ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル

モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ

春は北方、夏は山地の山頂部へ、秋に
なると南下し渡りをするチョウ。

オスは川沿いをパトロールしながらメ
スを探す。市内でよく見られるトンボ。

草丈の低い湿地や、最近では山麓の
湿った休耕田等にも生息する。

オ
ニ
ヤ
ン
マ

ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ

条
例
で
規
制
さ
れ
て
い
る
行
為
は

〇指定年月日　平成２９年２月１日
〇指定の目的
　サーチライト等の照明器具等を使用した昆虫採集（ライトトラップ）
を規制することを目的としています。
〇制限される行為（次のいずれかの方法による昆虫採集）
　① 出力が 30 ワット以上の照明器具等を用いた採集
　② 100 メートル以内の距離で 2 灯以上の照明器具等を用いた採集
〇対象区域　魚沼市全域

魚沼市全域での
灯火採集の規制について

　
右
記
の
制
限
行
為
に
つ
い
て
は
、
無
許
可
で
行
う
と
条
例

に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
自
然
保

護
協
力
員
を
任
命
し
、
制
限
行
為
の
巡
視
を
実
施
し
ま
す
。

皆
さ
ん
も
こ
う
し
た
制
限
行
為
を
目
撃
し
た
場
合
に
は
、
環

境
対
策
室（
☎
７
９
２・９
７
６
６
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　

　

自
然
環
境
や
生
態
系
は
一
度
壊
れ
る
と
元
に
戻
す
に
は
、

多
く
の
年
月
を
要
し
ま
す
。
私
た
ち
の
生
活
と
自
然
環
境
は

密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
市
民
一
人
一
人
が
自
然
環
境

保
全
へ
の
意
識
を
高
め
、
か
け
が
え
の
な
い
魚
沼
市
の
自
然

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

特 集

植 物Ｐｌａｎｔ鳥Ｂｉｒｄ昆 虫 InsectＡｍｐｈｉｂｉａｎ

〇指定年月日　平成２９年２月１日
〇指定の目的
　ギフチョウは平成 29 年 2 月 1 日現在、新潟県の準絶滅危惧種に
も指定され魚沼市内に広く分布する大変貴重な蝶です。この希少な生
物を守っていくことを目的とし、保護動植物に指定しました。
〇制限される行為
　魚沼市内でギフチョウ（成虫、蛹、幼虫及び卵）を捕獲・採取する
こと。教育的行為等（子どもの昆虫採集や学校事業等）は除きます。

ギフチョウの保護動植物
の指定について

見
晴
ら
し
の
湯
こ
ま
み

の
マ
ス
コ
ッ
ト
！

魚
沼
市
で
増
加
傾
向

分
布
が
限
ら
れ
て
い
る

が
魚
沼
は
多
い

魚沼では若菜を山菜と

して食します

水中で流されないよう指に爪がある

人
を
あ
ま
り
恐
れ
な
い

た
め
人
気
が
高
い

メ
ス
は
１０㎝
を
超
え
る

日
本
一
大
き
い
ト
ン
ボ

体
長
２㎝
の
日
本
一

小
さ
い
ト
ン
ボ

最近、平場で減少傾向

繁殖期には樹木の枝先に白い卵塊を産み付ける

果実は美味しそうだけ

ど食べられません

葉の基部は矢じり形で

茎を抱いている
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　市では自然環境保全調査を、平成２３年から６年間継
続して実施しており、魚沼市の自然環境が徐々に明らか
になりつつあります。この調査は植物を始めとした生物
の生息状況を、市民参加により調査・継続観察すること
により、魚沼市の自然環境の特性を明らかにするととも
に、調査結果を、自然環境を柱とした「まちづくり」に
活用します。

自然環境保全調査について

　自然環境保全調査は今後も継続し、植物、鳥類、両生
類、昆虫の各部門で、より詳細に魚沼の自然を調査して
いく予定です。調査結果は、年度末に結果発表会「生物
多様性セミナー」を開催し、市民の皆さまにお知らせす
るほか、調査報告書は隔年で一冊にまとめ作成します。

今後の調査について

①杉ノ入沢の野鳥調査　②芋川から折立又新田にかけての両生類
調査　③池平の両生類調査

１

２

３

富永 弘
ひろし

 さん

沼
市
は
、
新
潟
県

内
の
山
地
を
中

　長期に渡る市内植物調査を通じ「魚
沼市小出西山の植物」など多くの書籍
の編集に携わる。趣味は登山、昔暮ら
しの聞き書き等。現在は週２日、高校の
非常勤講師として「生物」の教鞭をとる。

P r o f i l e

魚沼の植物に精通する

心
に
生
育
す
る
植
物
と
海

岸
平
野
部
を
中
心
に
生
育

す
る
植
物
が
、
ち
ょ
う
ど
入

れ
替
わ
る
よ
う
な
場
所
に

位
置
し
、
河
川
、
山
岳
、
雪
な
ど
の
多
様
な

環
境
が
、
多
く
の
種
類
の
植
物
を
育
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
県
境
部
と
い
う
地
理
的
要
因

に
よ
り
、
銀
山
平
か
ら
尾
瀬
に
か
け
て
は
、

関
東
地
方
や
太
平
洋
側
に
生
え
る
植
物
が

か
な
り
生
育
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
調

査
で
、
市
内
各
地
に
、
多
数
の
新
潟
県
絶
滅

危
惧
種
が
生
育
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

た
ば
か
り
で
な
く
、専
門
家
の
間
で
も
、「
魚

沼
市
に
は
無
い
だ
ろ
う
」
と
考
え
ら
れ
て
い

た
複
数
の
植
物
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

自
然
や
植
物
と
の
付
き
合
い
方
も
、
実
は

横山 正
ま さ き

樹 さん

沼は自然が豊かだね」とよく言われま
すが、「何をもって豊かなのか」と問

　魚沼市環境審議委員、魚沼市自然環
境保全調査委員、魚沼昆虫同好会事務
局長。ミズバショウとザゼンソウを種か
ら育てるための活動を実施中。動植物
を問わず、魚沼の自然をこよなく愛す。

P r o f i l e

魚沼の昆虫と両生類に精通する

桑原 和
かずとし

寿 さん

れ
ま
で
魚
沼
市
で
確
認
さ
れ
た
野

鳥
は
２
０
６
種
類
。
県
内
の
内
陸

　魚沼市自然環境保全調査委員、小出
野鳥の会代表。鳥好きな長女の影響で
野鳥観察を始める。魚沼市の自然を愛
し、魚野川、小出公園周辺を中心に、
広く市内の野鳥を観察する。

P r o f i l e

魚沼の鳥に精通する

部
と
比
較
し
て
も
、
豊
富
な
水
と
変
化
に
富
ん

だ
地
形
が
も
た
ら
す
多
様
性
が
顕
著
に
表
れ
て

い
ま
す
。
５
年
前
よ
り
始
ま
っ
た
市
民
参
加
の

探
鳥
会
（
自
然
環
境
保
全
調
査
）
は
２２
回
を

数
え
、
約
３０
名
も
の
参
加
者
の
野
鳥
を
見
る
目

も
、
次
第
に
肥
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
業
者
へ
委
託
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
が
、
そ
れ
で
は
継
続
性
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。

市
全
体
で
野
鳥
や
自
然
へ
の
関
心
を
底
上
げ
し

て
き
た
こ
と
で
、「
こ
の
野
鳥
は
初
め
て
見
た
」

「
こ
の
時
期
見
ら
れ
る
野
鳥
が

今
年
は
い
な
い
」
な
ど
調
査
期

間
以
外
で
も
、
野
鳥
の
情
報

が
集
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
地
域
の
人
の
多
く
の
目

で
継
続
的
に
観
察
す
る
こ
と

魚

人
間
と
同
じ
。
名
前
と
顔
が
一
致
し
、
気
心

を
知
り
、
共
に
同
じ
時
間
を
過
ご
す
こ
と

で
、
親
し
み
や
愛
情
が
生
ま
れ
ま
す
。「
環

境
保
全
の
啓
発
」
と
堅
苦
し
く
考
え
ず
と

も
、
自
然
の
中
を
歩
き
観
察
を
重
ね
る
こ
と

で
「
動
植
物
の
個
性
が
分
か
り
、
全
て
の
生

き
物
は
関
連
し
あ
い
、
周
囲
の
環
境
と
影
響

し
あ
っ
て
い
る
」
と
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
。

　

何
よ
り
も「
自
然
を
知
る
」こ
と
が
大
切
。

「
観
光
と
は
地
域
の
光
を
売
る
こ
と
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
市
民
が
地
域
の
光

を
知
ら
な
け
れ
ば
売
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。「
自
分
た
ち
の
光
」
に
愛
着
と
誇
り
を

持
つ
こ
と
で
、
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
生
活

や
行
動
が
市
全
体
に
浸
透
し
、「
豊
か
な
自

然
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
な
が
る

と
思
い
ま
す
。

こ

で
、
一
過
的
に
減
っ
て
い
る
個
体
種
を
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
、取
り
返
し
が
つ
か
な
い「
全
滅
」

を
未
然
に
防
ぐ
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
調
査
に
よ
り
初
め
て
鳥
を
見
る

人
に
も
、
マ
ニ
ア
に
も
見
ご
た
え
の
あ
る
場
所

が
身
近
に
多
く
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
改
め
て

確
認
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
鳴
き
声
が
美

し
く
黄
色
が
綺
麗
な
希
少
な
渡
り
鳥
の
「
ノ

ジ
コ
」
は
、春
に
魚
沼
に
数
多
く
飛
来
し
ま
す
。

こ
の
鳥
を
見
に
関
東
か
ら
新
潟
県
を
訪
れ
る

野
鳥
フ
ァ
ン
も
少
な
く
な
い
た
め
、　

グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
連
携
し
、
地
域
振
興
に
つ
な

げ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
将
来
的
に
は
魚

沼
で
蓄
積
し
た
野
鳥
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
、
県

内
や
全
国
の
各
地
と
相
互
に
共
有
し
、
さ
ら

に
く
わ
し
い
野
鳥
の
動
き
や
生
態
が
把
握
で
き

る
よ
う
に
な
れ
ば
面
白
い
で
す
ね
。　

多くの目で鳥を見守る

豊かさの基準ができた
われれば、言葉に詰まるかもしれません。
　これまで継続してきた自然環境保全調査で
は、その豊かさの基準となる資料作りができたと思います。つまり、私
たちの周りには、漠然とした自然が広がっているのではなく「水辺が豊
富で希少種を含めたトンボが６７種も住んでいる」、「多様な食草が６２
種ものチョウを育んでいる」などの具体的な数字を持って客観的に「自
然が豊か」と説明できるようになったことです。また、温暖化が進行す
る現在において、今の魚沼の自然状態を調査し結果を残しておくことは、
将来における生態系の変化を比較対象できる資料になるはずです。
　色鮮やかなギフチョウは、標本としての価値が高くマニアの間で売買
されるため、乱獲されている準絶滅危惧種。しかも、羽化したての綺
麗な状態のギフチョウが捕獲されるため、卵が生めず、必然的に個体
数の減少につながってしまいます。赤とんぼ（アキアカネ）の数は全国
的に激減していますが、その原因は農薬散布によるものという研究結果
報告も出ています。
　失ったら２度と戻らない魚沼の自然。幅広い世代に、豊かな自然を紹
介できる機会をつくって環境保全の意識を高める必要があります。「魚沼
は山ばかりで何もないんですよ」と謙遜するのではなく、市民みんなが「豊
富な水辺には植物を始め、チョウもトンボも鳥もこんなにいるんですよ。
また魚沼に来てください」と自信を持って言えるようになればいいですね。

知ることから始まる

「魚



あ
り
が
と
う

井
口
小
学
校
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　昭和３３年に竣工した井口小学校の校舎
で、多くの子どもたちが成長し巣立っていき
ました。これまでの歴史に誇りを持ち、新し
い校舎へ伝統を引き継ぎます。井口小学校、
たくさんの思い出をありがとう。

玄関を入ると正面にある
ホール。３階まで吹き抜け
の開放的な憩いの空間。

１
階

全校児童が入れるランチルーム。み
んな一緒の昼食で一体感もアップ！

厨房はガラス張りのため、調理の様
子も確認でき食育にも一役買います。

ホール

児童玄関の脇にあるため、濡れた防
寒具をすぐに乾かせとっても便利。

乾燥室

横広の教室は先生との距離も近い。
１～３年が２階、４～６年が３階です。

教室 ２
階

ガラス張りで明るい雰囲気。先生た
ちの様子が廊下から見えます。

職員室

清潔感あふれる保健室。ベッド３台
が配置され、けがや急病等に対応。

保健室

液晶モニターが整備された理科室で
実験もはかどりそう。

理科室
３
階

ランチルーム

２万冊まで蔵書が可能な図書室は、
児童の知的好奇心をくすぐります。

図書室

４０台のパソコンが完備され、充実
した情報教育の環境が整っています。

コンピュータ室

体育館の周回の２階部分はランニン
グコースが整備されています。

体育館

すばらしい絵画や工作の数々がこの
部屋から生まれる予感！

図工室

すっきりとした家庭科室。調理や裁
縫も作業効率が上がります。

家庭科室

音楽室の後面は一面に鏡が貼ってあ
り、合唱等の練習に重宝します。

音楽室

２・３階の教室前の廊下はとっても
広い。廊下の中央部には、児童が伸
び伸び過ごせるスペースがあります。

問  学校教育課  ☎７９4 －６０７２

〇新校舎概要

所在地 〒 946-0072
魚沼市七日市新田４８番地

建物構造 鉄筋コンクリート造 地上３階 地下１階
敷地面積 ２ ２ ， ２ ２ ３ ㎡
建築面積 　 ３ ， ９ ２ ９ ㎡
延床面積     ９ ， ７ １ ９ ㎡
１階室名 校長室、職員室、放送室、保健室、ラン

チルーム、厨房など
２階室名 普通教室、会議室、コンピュータ室、図

書室、体育館など
３階室名 普通教室、家庭科室、理科室、音楽室、

図工室ほか
設備等 駐車場 70 台、グラウンド（ 200m トラッ

ク）、多目的テラス、プール（ 25m × 7 
コース）、児童農園、少年野球場、遊具

　井口小学校の施設の老朽化に伴い、平成２６
年より工事を行っていた湯之谷小学校が完成し
ました。施設の概要についてお知らせします。

湯之谷小学校
しました完成

〇井口小学校沿革

新校舎をフロア別に
ご紹介します

湯之谷小学校
山之内 方

ま さ し
史 校長
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年月 できごと
明治 18 年 12 月 第 14 学区七日市新田校として開校

第 15 学区尋常科七日市新田小学校と称す
25 年 11 月 校舎を井口新田に移し、独立校井口尋常小

学校と称す
大正 4 年 11 月 図書館創立、図書４５冊購入
昭和 2 年 9 月 屋内運動場新築、児童数１９０人

22 年 4 月 北魚沼郡湯之谷村立井口小学校と改称
33 年 11 月 校章制定
33 年 12 月 鉄筋コンクリート造 校舎竣工
39 年 12 月 校歌制定
43 年 5 月 鷹之巣夏季分校開校（昭和 49 年 4 月まで）
60 年 11 月 創立１００周年記念式挙行

平成 9 年 4 月 湯之谷村立大沢小学校と統合
16 年 11 月 魚沼市立井口小学校と改称
22 年 4 月 魚沼市立東湯之谷小学校と統合
29 年 4 月 校舎を七日市新田に移し、魚沼市立湯之谷

小学校と改称

腰板には魚沼杉や県内産の杉を使用
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軽自動車税の

問　税務課　☎７９２－９７５１

■三輪以上の軽自動車について
　軽自動車検査協会 長岡支所　

　☎０５０－３８１６－１８５１

■二輪の小型自動車・雪上走行車について
　新潟運輸支局 長岡自動車検査登録事務所
　☎０５０－５５４０－２０４１

■二輪の軽自動車・被けん引車について
　全国軽自動車協会連合会  長岡分室
　☎０２５８－２３－３１１５

■原動機付自転車・ミニカー・小型特殊自動車について
　魚沼市役所  税務課税務室（湯之谷庁舎１階）
　☎０２５－７９２－９７５１

軽自動車等の登録・名義変更・抹消等の問合せ

軽自動車税の課税、納付、納税証明等の問合せ

魚沼市役所  税務課（湯之谷庁舎１階）
☎０２５－７９２－９７５１

納期限は５月３１日です
平
成
２９
年
度 

軽
自
動
車
税
に
つ

い
て

•

納
付
書
発
送
日
：
５
月
１５
日
㈪

•

納
期
限
（
口
座
振
替
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
５
月
３１
日
㈬

•

口
座
再
振
替
日
：
６
月
１５
日
㈭

•

納
付
場
所
：
金
融
機
関
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
税
務
課
、

各
市
民
セ
ン
タ
ー
・
北
部
振
興
事

務
所
窓
口

減
免
制
度
に
つ
い
て

①
平
成
２９
年
４
月
１
日
に
障
害
者

手
帳
等
を
持
つ
人
で
次
に
該
当
す

る
人
は
、
申
請
に
よ
り
減
免
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

•

障
害
者
本
人
ま
た
は
生
計
を
一

に
す
る
人
が
運
転
す
る
場
合
（
１８

歳
以
上
の
身
体
障
害
者
は
本
人
所

有
に
限
り
ま
す
）

•

障
害
者
の
み
の
世
帯
で
障
害
者

本
人
が
所
有
し
、
常
時
介
護
す
る

人
が
運
転
す
る
場
合

②
社
会
福
祉
法
人
等
が
公
益
事
業

の
た
め
に
使
用
す
る
軽
自
動
車
は

申
請
に
よ
り
減
免
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※
そ
れ
ぞ
れ
対
象
と
な
る
要
件
（
障

害
等
級
や
使
用
目
的
等
）
が
あ
り
ま

す
の
で
、
く
わ
し
く
は
税
務
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

•

減
免
申
請
書
（
税
務
課
、
各
市

民
セ
ン
タ
ー
・
北
部
振
興
事
務
所

窓
口
に
用
意
し
て
い
ま
す
）

•

印
鑑
（
認
印
）

•

軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書

•

障
害
者
手
帳
な
ど
減
免
申
請
理

由
証
明
書

•

運
転
す
る
方
の
運
転
免
許
証

•

自
動
車
検
査
証
（
車
検
証
）

•

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
確
認
で
き
る
書
類　

〆
５
月
３１
日
㈬

申
請
場
所
：
税
務
課
、
各
市
民
セ

ン
タ
ー
・
北
部
振
興
事
務
所
窓
口
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納入お忘れないようお願いします！

　燃費性能等に優れた軽自動車に対して、初度検
査年月の属する年度の翌年度分に限り税率を軽減
する「軽自動車税のグリーン化特例（軽課）」の適
用期限が 2 年延長となりました。( 平成 31 年度
まで適用 ) ただし、平成 29 年 4 月 1 日から平成
31 年 3 月 31 日までに初度検査を受けた車両につ
いては、対象車両区分が変更となりますのでご注
意ください。

お 知 ら せ

きらり☆

             魚沼人
～ うおぬまびと ～

特別編

大桃 美代子 さん

口
一
番
、「
小
さ
な
頃
は
、

元
気
が
有
り
余
る
湯
之

谷
の
猿
っ
子
で
し
た
よ
」

と
大
桃
美
代
子
さ
ん
の
気
さ
く
な
一

言
に
取
材
現
場
は
和
み
ま
す
。
野

山
で
遊
び
、
頬
を
打
ち
つ
け
る
吹
雪

の
中
、
通
学
し
た
冬
が
忘
れ
ら
れ
な

い
と
話
す
大
桃
さ
ん
が
芸
能
界
を

目
指
し
た
の
は
、
短
大
時
代
に
行
っ

た
「
雑
誌
モ
デ
ル
」
の
バ
イ
ト
で
の

カ
メ
ラ
マ
ン
の
一
言
が
き
っ
か
け
。

　
「
大
桃
さ
ん
の
表
情
は
、
静
止
し

て
い
る
写
真
よ
り
も
動
画
の
方
が
向

い
て
い
る
よ
」
と
Ｔ
Ｖ
番
組
の
ア
シ

ス
タ
ン
ト
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
短

大
を
卒
業
後
は
都
市
銀
行
へ
就
職

す
る
も
、
入
行
一
年
目
の
あ
る
日
の

朝
、
突
然
め
ま
い
が
し
て
起
き
れ
な

く
な
り
ま
し
た
。
原
因
は
仕
事
の
ス

ト
レ
ス
に
よ
る
も
の
。
悩
ん
だ
末
、

自
分
ら
し
く
輝
け
る
進
路
を
考
え

直
し
、
大
桃
さ
ん
は
芸
能
界
に
飛

び
込
み
ま
す
。

くわしい税率等については、
魚沼市ホームページまたは
各市民センター・北部振興
事務所窓口に設置されてい
るチラシをご確認ください。

P r o f i l e

　旧湯之谷村出身。大沢小学校、湯之谷中
学校、県立小出高等学校を卒業後、都内短
期大学へ進学。在学中にＴＶ番組のアシス
タントを務めたことをきっかけに、女優や
ニュースキャスターなどマルチに活躍す
る。新潟県中越地震では救援物資を届ける
など精力的に復興活動に尽力されたほか、
魚沼特使として魚沼市の魅力を全国にＰＲ
している。

の
日
の
カ
メ
ラ
マ
ン
の
言

葉
は
、
間
違
い
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
大

開

あ
桃
さ
ん
は
レ
ポ
ー
タ
ー
や
ア
シ
ス
タ

ン
ト
で
経
験
を
重
ね
、
徐
々
に
知
名

度
を
上
げ
、
活
躍
の
場
を
広
げ
て
い

き
ま
す
。
そ
し
て
、
多
忙
を
極
め
る

芸
能
活
動
の
中
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い

の
が
、
故
郷
魚
沼
の
こ
と
。
折
を
見

て
帰
省
す
る
中
で
、
忘
れ
ら
れ
な
い

平
成
１６
年
１０
月
２３
日
。
新
潟
市
で

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
出
演
を
終
え
、

実
家
で
く
つ
ろ
い
で
い
た
大
桃
さ
ん

を
激
震
が
襲
い
ま
し
た
。

　
「
立
つ
こ
と
も
で
き
な
い
揺
れ
の

後
、
停
電
に
な
り
、
状
況
を
確
認

す
る
た
め
に
テ
レ
ビ
局
の
報
道
部
に

連
絡
を
入
れ
ま
し
た
。
す
る
と
、
急

き
ょ
魚
沼
か
ら
レ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ

と
に
な
っ
た
ん
で
す
」
携
帯
電
話
を

片
手
に
市
街
地
を
回
り
、
被
災
状

況
を
伝
え
た
大
桃
さ
ん
の
声
に
全

国
が
固
唾
を
呑
み
ま
し
た
。
被
災

後
も
、
農
業
や
食
を
通
じ
た
復
興

支
援
の
た
め
に
、
有
機
農
法
で
自
ら

の
名
前
を
ネ
ー
ミ
ン
グ
し
た「
桃
米
」

を
栽
培
す
る
な
ど
、
テ
レ
ビ
の
報
道

機
会
が
減
っ
た
後
も
、
被
災
地
に
寄

り
添
い
な
が
ら
、
復
興
の
足
取
り
が

途
絶
え
な
い
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。最

後
に
、
魚
沼
特
使
の
大

桃
さ
ん
か
ら
「
私
に
で

き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
何

で
も
言
っ
て
欲
し
い
。故
郷
の
自
然
、

食
、
人
柄
は
全
国
一で
す
。
も
っ
と
、

魚
沼
市
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
ょ
う
」
と
頼

も
し
い
一
言
が
。
自
治
体
の
発
信
力

が
問
わ
れ
る
時
代
、「
魚
沼
愛
」
に

あ
ふ
れ
た
大
桃
さ
ん
と
一
緒
に
魅
力

を
発
信
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
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住
民
け
ん
診
が
始
ま
り
ま
す

　
　

問
　
健
康
増
進
室　

☎
７
９
２
・
９
７
６
３

平
成
29
年
度

特
定
健
診
は
、

４０
歳
か
ら

７４
歳

ま
で
の
人
を
対
象
に
し
た
生
活
習

慣
病
予
防
の
た
め
の
健
診
で
す
。

高
血
圧
症
や
糖
尿
病
な
ど
の

生
活
習
慣
病
は
自
覚
症
状
が
な
い

ま
ま
進
行
し
、
気
づ
い
た
と
き
に

は
重
症
化
し
て
い
る
こ
と
が
多
い

病
気
で
す
。「
自
分
は
大
丈
夫
」

と
放
っ
て
置
く
と
突
然
、
脳
梗
塞

や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
命
に
か
か
わ

る
病
気
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
毎
年
健
診
を
受
け
る

こ
と
で
、
自
分
で
は
気
づ
か
な
い

体
の
変
化
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

病
気
の
予
防
・
早
期
発
見
に
つ
な

が
り
ま
す
。

■
目
指
す
は
健
診
実
施
率
６０
％

特定健診は５月から１１月まで市内の各会場で実施しており、
都合のよい日程で受診できます。また、結果等で気になること
があれば、お気軽に健康増進室までご相談ください。

　

平
成
27
年
度
の
特
定
健
診
受
診

率
は

５４
・
９
％
で
し
た
。
市
で
は
平

成
２９
年
度
ま
で
に
特
定
健
診
受
診

率
６０
％
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
目
標
に
及
ば
な
い
状
況

で
す
。
年
代
別
の
受
診
率
を
見
る

と
、

４０
・

５０
歳
代
の
受
診
率
は
約

４
割
と
、
他
の
年
代
に
比
べ
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
定
健
診
を
受
け
て
い
な
い
人

の
中
に
は
「
忙
し
く
て
時
間
が
な

い
」
と
感
じ
て
い
る
人
が
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
も
し
病
気
に

な
っ
て
医
療
機
関
を
受
診
す
る
と
、

時
間
と
費
用
は
健
診
の
比
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
健
診
を
受
け
、
生
活

習
慣
を
見
直
す
こ
と
が
時
間
と
お

金
の
節
約
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
若
い
世
代
の
健
康
が
心
配
で
す

　

特
定
健
診
結
果
か
ら
、

４０
・

５０

歳
代
の
約
２
人
に
１
人
は
医
療
機

関
へ
の
受
診
が
必
要
と
判
定
さ
れ

て
お
り
、
若
い
世
代
で
あ
っ
て
も

健
康
状
態
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
特

に
、
女
性
よ
り
男
性
の
特
定
健
診

受
診
率
が
低
く
、
医
療
機
関
の
受

診
が
必
要
と
判
定
さ
れ
る
割
合
が

高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

仕
事
や
子
育
て
等
で
忙
し
い
年

代
だ
と
思
い
ま
す
が
、
忙
し
さ
か

ら
自
分
の
健
康
が
後
回
し
に
な
っ

て
い
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
は
、
家

族
に
と
っ
て
も
、
職
場
に
と
っ
て

も
、
魚
沼
市
に
と
っ
て
も
大
事
な

人
で
す
。
自
分
の
体
の
こ
と
を
後

回
し
に
せ
ず
、
ま
ず
は
健
診
を
受

け
る
と
こ
ろ
か
ら
健
康
づ
く
り
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う
。

■
特
定
健
診
を
毎
年
受
け
よ
う

○一年分の受診票をまとめて５月上旬に発送します
　特定健診の受診票は魚沼市国保加入者（４０～７４歳）全員に、
がん検診と基本健診の受診票は申し込みのあった人に送付します。
○総合健診をご活用ください
　「総合健診」は特定・基本健診と胸部レントゲン検診、大腸
がん検診、胃がん検診を同じ会場で受けることができます。受
診票と一緒に送付する「住民けん診日程表」をご覧ください。
○住民けん診の申し込み・取り消しは随時受け付けます

魚沼市国保　年代別特定健診受診率（％）

◎
被
保
険
者

•

７５
歳
以
上
の
人

　

手
続
き
は
不
要
で
す
。
７５
歳
の

誕
生
日
の
前
月
２０
日
頃
に
被
保
険

者
証
が
簡
易
書
留
に
て
送
付
さ
れ

ま
す
。（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
さ
れ
る
人
の
被
扶
養
者
だ
っ

た
人
は
、
国
民
健
康
保
険
や
他
の

ご
家
族
の
健
康
保
険
に
加
入
す
る

手
続
き
が
必
要
で
す
。）

•

６５
歳
か
ら
７４
歳
ま
で
で
一
定
の

障
害
が
あ
る
人

　

申
請
が
必
要
で
す
。
身
体
障
害

者
手
帳
１
～
３
級
等
、
障
害
の
程

度
を
確
認
し
資
格
を
取
得
し
ま
す
。

◎
被
保
険
者
証

　
毎
年
７
月
末
が
有
効
期
限
で
す
。

更
新
さ
れ
た
被
保
険
者
証
は
７
月

中
に
簡
易
書
留
で
送
付
さ
れ
ま
す
。

◎
保
険
料

　

一
人
ひ
と
り
か
ら
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。
新
規
加
入
者
は
、
加

入
の
翌
々
月
に
、
既
加
入
者
は
毎

年
７
月
中
旬
に
、
保
険
料
額
通
知

書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

所
得
更
正
等
で
保
険
料
額
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
変
更
通
知

書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。　
　

・
納
め
方

　

加
入
当
初
は
納
付
書
ま
た
は
口

座
振
替
に
よ
る
普
通
徴
収
で
す
。

加
入
後
半
年
か
ら
１
年
で
、
年
金

天
引
き
が
可
能
な
人
は
、
年
金
か

ら
の
特
別
徴
収
と
な
り
ま
す
。
な

お
、
年
度
の
途
中
で
保
険
料
額
が

減
額
と
な
っ
た
人
は
、
翌
年
度
の

特
別
徴
収
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

☆
通
知
書
に
納
め
方
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

◎
医
療
費
の
支
払
い

・
負
担
割
合

　

か
か
っ
た
医
療
費
の
１
割
（
現

役
並
み
所
得
者
は
３
割
）
を
自
己

負
担
額
と
し
て
医
療
機
関
窓
口
で

支
払
い
ま
す
。

・
自
己
負
担
限
度
額

　

負
担
が
大
き
く
な
り
す
ぎ
な
い

よ
う
同
月
内
で
負
担
す
る
自
己
負

担
限
度
額
が
決
ま
っ
て
お
り
、
世

帯
の
所
得
状
況
に
よ
り
区
分
が
分

か
れ
て
い
ま
す
。

・
高
額
療
養
費

　

同
月
内
で
限
度
額
を
超
え
た
支

払
い
が
あ
っ
た
場
合
は
、
超
過
分

が
高
額
療
養
費
と
し
て
払
い
戻
さ

れ
ま
す
。

　

高
額
療
養
費
支
給
該
当
の
人
に

は
通
知
が
あ
り
ま
す
。（
通
知
ま

で
に
３
か
月
程
度
か
か
り
ま
す
。）

※
自
己
負
担
の
限
度
額
を
計
算
す

る
際
、
入
院
時
の
食
事
代
や
保
険

の
き
か
な
い
費
用
は
含
み
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
、

申
請
す
る
と
「
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の
交
付

が
受
け
ら
れ
（
本
人
や
世
帯
員
が

住
民
税
申
告
を
し
て
い
な
い
と

交
付
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。）、
認
定
証
を
医
療
機
関
窓
口

に
提
示
す
る
こ
と
で
、
窓
口
で
の

支
払
い
が
限
度
額
ま
で
で
済
み
ま

す
。（
た
だ
し
、
同
一
医
療
機
関

で
の
支
払
い
で
す
。）

・
療
養
費

　

コ
ル
セ
ッ
ト
や
補
装
具
を
作
っ

た
と
き
等
は
、
申
請
す
る
と
自
己

負
担
を
超
え
た
分
が
療
養
費
と
し

て
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
、
地
域
医
療
対
策

室
国
保
年
金
班
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

☎
７
９
３・７
９
７
１

年間保険料
（限度額５７万円） ＝ 均等割額 

３５，３００円 ＋ 所得割額 
（前年中の総所得額ー基礎控除３３万）×所得割率 7.15％

保険料の決まり方

均等割額の軽減…同一世帯内の被保険者と世帯主の所得金額の合計により軽減割合を判定します。
所得割額の軽減…被保険者本人の総所得金額等から基礎控除額３３万円を引いた額が５８万円以下の
　　　　　　　　場合、２割軽減されます。
※健康保険等の被扶養者であった人は、均等割額が７割軽減され所得割額はかかりません。

年間保険料は、均等割額と所得割額の合計になります

軽
減
制
度

後期高齢者医療制度をご存知ですか

　現役世代と高齢世代の負担を明確にし、財政の安定化を図ること
を目的に、都道府県単位で行われている「後期高齢者医療制度」に
ついてお知らせします。

問  地域医療対策室国保年金班  ☎７９３－７９７１
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フォトス
ケ
ッ
チ
う
お
ぬ
ま

鉄
路
復
旧
に
向
け
大
き
な
一
歩

３
月

２７
日　

福
島
県
Ｊ
Ｒ
只
見
線
復
興
推
進
会
議

　平成２３年の新潟・福島豪雨により被災し、不通が続くＪＲ只見線会津川口駅－
只見駅間について、福島県と沿線７市町の只見線復興推進会議検討会は、線路な
どを地元自治体が所有する「上下分離方式」を採用し、復旧を図る方針を決めました。
今年度中に復旧に係る設計及び発注を行い、平成３２年度中に工事が完了する予定
です。災害からもうすぐ６年、地域に愛される鉄路の復旧に向け大きく動き出しました。

　経済産業省による 2017 年の「はばたく商店街 30 選」
に小出商店街組合連合会が県内で唯一選ばれ、佐藤市
長を表敬訪問しました。約３年前から若手後継者を中心
に取り組んだ、「魚沼職人大學」の商店主の「顔が見える」
魅力的な店づくりに向けた取り組みが評価されました。

若手の知恵で商店街を元気に
ー ４. １４　小出商店街「はばたく商店街３０選」選出

楽しい思い出をありがとう
ー ３. ２５　つくし保育園ひかり分園卒園式・閉園式

　８年間に渡り、消防団長として地域の安心安全にご
尽力いただいた五十嵐秀美さんが３月３１日をもって
退任され、４月 1 日付けで新消防団長に岡部誠さん
が任命されました。火災や災害等への対応や地域の防
災力向上のためご活躍いただきます。

地域の安心安全をつなぐ
ー ３. ３１、４・１　魚沼市消防団長辞令交付

　自然に囲まれ、思い出の詰まった園舎を後にする
１０人の園児たち。「つくし保育園ひかり分園」は、
４６年間に渡る地域の子育て拠点としての役割を終え
閉園しました。４月からは地域の想いや歴史を受け継
ぎ「つくし保育園」に統合されます。

ありがとうございましたよろしくお願いします

五十嵐秀
ひ で み

美さん岡部誠
まこと

さん

　各種メディアに取り上げられ、観光客が急増中の「雪
流れ」。雪解けの水位上昇により、ダム湖岸壁の積雪が水
没し、水中で割れて浮かび上がることで起こる現象です。
今年は見逃してしまった皆さん、来春は、雪が織りなす
自然の神秘を見に行ってみてはいかがでしょうか。

オホーツク海の流氷？ いえいえ、ここは大白川
ー ４月下旬　破間川ダムのダム湖　「雪流れ」始まる

魚
u o n u m a

沼特
t o k u s h i

使
よろしくお願いします

星野裕
ゆ う や

也さん
（シンガーソングライター）

　魚沼市山田出身。北里大学在学中に音楽
活動を始める。２０１３年６月、ファー
ストシングル「アイユ」を発売しソロデ
ビュー。活動の拠点は事務所がある北海道
だが、新潟県の音楽イベントにも多数出演
し、音楽活動を通じた地元の発展にご尽力
いただく。

鈴木大助さん
（フリースタイルモトクロス（FMX）ライダー）

　宮城県登米市出身。新潟県中越地震から
の復興のため、２００６年より小出国際雪合
戦において世界初の雪上ＦＭＸショーを披露。
以降、魚沼市において毎年、雪上ＦＭＸショー
を開催し地域活性化に尽力いただく。バイク
やウェアに魚沼市をイメージしたオリジナル
ロゴを貼り、世界各地のイベントを駆け巡る。

全国や世界に魅力をＰＲ

　
魚
沼
市
の
出
身
者
や
関
わ
り
の
深
い
人

か
ら
市
の
魅
力
を
広
め
て
い
た
だ
く
「
魚
沼

特
使
」
に
、
更
に
２
名
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。（
現
在
４２
名
）

　

任
期
は
平
成
２９
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

３０
年
３
月
３１
日
に
な
り
ま
す
。



問　

北
部
振
興
事
務
所　

　
　
　
☎
７
９
７・２
３
６
０

魚
沼

市高齢者等見守り支援ネットワーク会議

No.22

地
域
お
こ
し
協
力
隊
通
信

地
域
を
変
え
る
新
し
い
力

　
問　健康増進室　☎７９２－９７６３
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質が広範囲まで届いてしまうからです。これは、近年の
調査・研究で明らかになっています。つまり、たばこを
吸いたくない人や妊婦さん、子どもたちが、本人の意思
に関わらず有害物質を吸わされてしまうことを防ぐため
には、敷地内禁煙が必要なのです。
　「世界禁煙デー」に、たばこのない環境について考え
てみませんか。

　今年で３０回目を迎えた「世界禁煙デー」。たばこ
のない環境が一般的な社会習慣となることを目指し
て、世界保健機関（WHO）が定めた記念日です。
　近年、世界禁煙デーの主旨である無煙社会の実現
に向けて法整備を行う国も出てきており、日本でも
２０２０年の東京オリンピックに向け、受動喫煙防止
に関する様々な議論がなされています。
　魚沼市では平成２４年に「魚沼市受動喫煙防止対策
のための基本指針」を策定して以来、分煙、特に市有
施設の敷地内禁煙の周知・推進を行っています。なぜ、
建物の外も含めた敷地内すべての場所を禁煙とする必
要があるのかというと、たばこの煙に含まれる有害物

たばこのない環境づくりを

５月３１日は世界禁煙デー
世界的に

広がっています

平成 29 年度隊員をご紹介！

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
、
都

市
部
の
人
か
ら
地
方
に
住
ん
で
も

ら
い
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
開
発
・

販
売
・
Ｐ
Ｒ
等
の
地
域
お
こ
し
の

支
援
な
ど
の
「
地
域
協
力
活
動
」

を
行
い
な
が
ら
、地
域
へ
の
定
住
・

定
着
を
図
る
取
り
組
み
で
す
。

　

平
成

２９
年
度
は
、
総
勢
３
名
で

活
動
し
ま
す
。

　はじめまして、西村あきら ５１歳です。妻を埼
玉に残し、先月から福山新田に単身赴任中です。
まずは地域に溶け込むことが先決と思いますが、
その中で農業をはじめ様々な知識と経験を得るこ
と、移住者を呼び込む活動に参加すること、外の
人達にも福山新田の魅力を知ってもらうこと等に
取り組んでいきます。よろしくお願い致します。

西
にしむら

村 暁
あ き ら

良 さん

★
新
規
隊
員
★

福山新田地区担当

　今年度は個人の活動はもちろん、魚沼を好き
になってくれる新しい協力隊員を神奈川県から呼
び込みたいと考えています。活動以外では好きな
サッカーで、最近さぼりぎみの体に鞭をうって、
キレを戻していきたいです。北鎌倉で育ち、藤沢
北高校を卒業し、現在は魚沼に住んでいる隊員を、
今年度もよろしくお願いします。

　着任して半年が過ぎました。今年は少なかった
とは言え、これだけの積雪は初めての経験でした。
今年度は集落の誇りである「よこね米」を通じ、
都市部の方々との「縁づくり」を進めます。地域
外の方々にとって、ここ横根が気づきの場、そし
て第二の故郷になりますように、集落の一員とし
てともに汗をかきたいと思っています。

武
たけかわ

川　学
まなぶ

 さん ３
年
目竜光地区担当

渡
わたなべ

邉 泰
た い じ

治 さん

横根地区担当

１
年
目

禁煙 検索

※検索窓で「禁煙」と検索してください。

市ホームページでは禁煙のコツを紹介しています
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ス  マ ルイ
商工 地域

の元
気は

　商工業の笑顔から

－ 買い物は地域内で　賑わいあるまちづくり ー

№
138
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■３月の相談件数
　　　　…１３７件
　・電話　　５８件
　・来庁　　５７件
　・その他　２２件{

問　商工振興室　☎７９２－９７５３

　魚沼市ものづくり振興協議会の定期総会が、４月
１１日㈫、「UOSHIN」を会場に開催されました。本協
議会は、地域の企業が連携し、技術を育て産業を創り、
地域経済の発展や市民生活の安定等に寄与することを
目的に設立され、今年で１２年目になります。総会で

は、平成２８年度の活
動報告と平成２９年度
の活動方針等について
審議が行われました。
川井会長は「人口減少
が進む中でありますが、

　
市
内
に
お
け
る
高
齢
者
等
の
徘
徊
・
孤
立
・

虐
待
等
の
早
期
発
見
と
問
題
に
対
処
す
る
た

め
、
ま
た
、
地
域
の
高
齢
者
等
を
悪
質
な
事

業
者
に
よ
る
契
約
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
よ

う
に
見
守
る
た
め
、『
魚
沼
市
高
齢
者
等
見
守

り
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
』
を
設
置
し
ま

し
た
。

　

各
関
係
機
関
・
構
成
員
が
悪
質
な
取
引
に

関
す
る
情
報
を
共
有
し
、
高
齢
者
等
へ
の
情

報
提
供
や
高
齢
者
等
が
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に

 
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
７
９
２
・
８
８
４
４

№
82

小
出
庁
舎
１
階
・
月
～
金
（
祝
日
除
く
）
８
時
３０
分
～
１７
時
１５
分
（
予
約
不
要
・
時
間
指
定
可
）

ひ

とり
で悩まないで

 

魚
沼
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
人
権
擁
護
委
員
は
市
民
の
皆
さ
ん
の

身
近
な
相
談
役
と
し
て
、「
人
権
な
ん
で

も
相
談
」
で
差
別
や
い
じ
め
な
ど
の
相

談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
日
時
、
会

場
は
市
報
お
知
ら
せ
版
等
で
随
時
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

ご
相
談
く
だ
さ
い

引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　
広
神
地
域
の
人
権
擁
護
委
員
の
松
木
譲

さ
ん
が
、
４
月
１
日
付
で
法
務
大
臣
か
ら

委
嘱(

再
任
）
を
受
け
ま
し
た
。

【主な構成員】
　魚沼市老人クラブ連合会、各地区民生委員児童
委員協議会、北魚沼農業協同組合、各地区商工会、
郵便局、関係医療機関、小出警察署、魚沼市など

地
域
で
見
守
る
高
齢
者

遭
っ
た
場
合
に
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
相

談
を
つ
な
げ
る
た
め
の
連
携
強
化
を
図
り
、

地
域
全
体
で
見
守
り
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

①企業間連携による魚沼発の技術や製品
　の発信
②次世代育成活動と教育活動の推進
③会員への支援体制の強化

平
成

２９
年
度
活
動
方
針

開  催
しました

魚沼発の製品のＰＲに積極的に取り組むとともに、市内
のものづくり企業の更なる連携強化により、知恵を出し
合い雇用創出や地域経済の活性化に取り組みたい。将来
を担う子どもたちに対するものづくり教育にも力を入れた
い」と熱くお話いただきました。

首都圏の展示会に積極的
に出展し魅力をＰＲ！

魚沼市ものづくり振興協議会（U- ｂｉｇ）定期総会

チーム魚沼で「ものづくり」の振興を

子ど ももの づ
く

り

 教室

人権擁護委員

松木　譲
じょう

 さん
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現
在
整
備
を
進
め
て
い
る
二
市
一
町
に
よ

る
新
ご
み
処
理
施
設
建
設
候
補
地
に
つ
い
て

一
般
公
募
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
南
魚
沼
市
よ

り
長
表
区
、
雲
洞
区
、
湯
沢
町
よ
り
谷
後
区

の
計
三
自
治
会
よ
り
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

三
候
補
地
自
治
会
と
も
に
推
進
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
近
隣
自
治
会
に
対
し
て
説
明
会

や
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
意
向
調
査
等
を
実
施

す
る
な
ど
、
理
解
と
協
力
を
得
る
た
め
の
活

動
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は
三

候
補
地
と
も
に
近
隣
自
治
会
よ
り
建
設
の
同

意
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

新ごみ処理施設の

建設候補地の一般公募の評価結果

問 南魚沼市  廃棄物対策課   ☎０２５－７８２ー０３３９ 　（南魚沼市・魚沼市・湯沢町共通）

　

そ
う
い
っ
た
現
状
を
踏
ま
え
、
今
回
の
一

般
公
募
の
趣
旨
で
も
あ
る
「
近
隣
自
治
会
を

含
め
た
地
元
自
治
会
の
理
解
」
を
得
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
も
の
と
判
断
し
、
全
て
の

候
補
地
が
新
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
候
補
地

と
し
て
は
適
当
で
な
い
と
い
う
結
論
に
至
り

ま
し
た
。

　

今
後
の
新
ご
み
処
理
施
設
建
設
地
に
つ
き

ま
し
て
は
、
経
済
性
や
実
現
性
を
加
味
し
な

が
ら
地
域
住
民
に
対
し
、
し
っ
か
り
と
説
明

や
啓
発
を
行
い
、検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■二次選定（評価基準・評価点）

お知らせします

○情報公開請求の件数と処理状況
請求 
件数

処理の状況 異議申立て 
件数

再調査
請求件数公開 部分公開 非公開 不保有 合計

１４ １３ 0 0 2 15 ０ ０

※ ｢請求件数｣ と ｢処理の状況 合計｣ が
不一致の理由は、同一の請求に対して「公
開」、｢部分公開｣、｢不保有｣ の処理をし
たためです。

請求 
件数

処理の状況
開 示 部分開示 非開示 不受理

10 10 ０ ０ ０

○自己情報開示請求の件数と処理状況

問　総務管理室　☎７９２ー９２０３

情報公開制度 
個人情報保護制度

平成２８年度利用状況

information

日日時　期期間　場場所　内内容　対対象
資資格　講講師　演演題・出演　相相談員
持持ち物　￥費用　定定員　〆締め切り
Ｈホームページ　他その他　申申し込み
ＭＥメール　問問い合わせ

2017年5月10日号

5.１0魚
沼
市

報

う お
ぬ ま

お知らせ版
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く
　
ら
　
し

◆◆
大
型
不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
仲
介

日
５
月
２１
日
㈰
１３
時
～
１５
時　

場
リ
サ
イ
ク
ル
ハ
ウ
ス
（
エ
コ
プ

ラ
ン
ト
隣
）

内
大
型
不
用
品
（
通
常
大
型
ご
み

処
理
券
を
貼
る
も
の
）
の
リ
サ
イ

ク
ル
の
仲
介
（
受
入
・
販
売
）

◎
取
扱
い
品
︙
家
具
類
、
ベ
ビ
ー

用
品
、
自
転
車
な
ど
大
型
不
用
品

※
壊
れ
て
い
る
物
の
受
入
や
家
電

製
品
、
衣
類
、
食
品
、
日
用
雑
貨

等
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん　

◎
個
人
で
の
不
用
品
の
搬
入
・
搬

出
︙
１３
時
～
１５
時　

他
買
い
取
り
の
な
か
っ
た
品
物
は
、

後
日
、
お
引
取
り
い
た
だ
き
ま
す
。

問
魚
沼
市
消
費
者
協
会
事
務
局

（
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
７
９
２・８
８
４
４

３月分ごみ量
問廃棄物対策室☎７９２・３０５５

種別 H29 H28 増減 ◦単位：トン
　（１トン未満四捨五入）
　燃やせるごみが前年
比 で 22 ト ン 減 り ま し
た。しかし、前月比では、
162 ト ン と 大 幅 に 増 加
しています。引き続き
ごみの分別と減量にご
協力をお願いします。

可燃ごみ 960 982 -22
不燃ごみ 45 48 -3
大型ごみ 50 57 -7
容器包装 12 12 0

古紙類 102 106 -4
合　計 1,169 1,205 -36

平成２９年度　市税等の納期限

問税務課☎７９２・９７５１　健康増進室☎７９３・７９７１　
　介護福祉室☎７９２・９７５５

月 市・県民税
固定資産税

国民健康
保険税

介護保険料
後期高齢者
医療保険料

納期限
口座振替日

　５月 軽自動車税 　５月３１日㈬
　６月 第１期 第１期 ー 　６月３０日㈮
　７月 第２期 第２期 第１期 　７月３１日㈪
　８月 第３期 第３期 第２期 　８月３１日㈭
　９月 第４期 第４期 第３期 １０月　２日㈪
１０月 第５期 第５期 第４期 １０月３１日㈫
１１月 第６期 第６期 第５期 １１月３０日㈭
１２月 第７期 第７期 第６期 １２月２５日㈪
　１月 第８期 第８期 第７期 　１月３１日㈬
　２月 随時 第９期 第８期 　２月２８日㈬
　３月 随時 第 10 期 第９期 　４月　２日㈪

※市・県民税、介護保険料、国民健康保険税、後期高齢者医療
　保険料を年金から天引き（特別徴収）されている人を除きます。

◆◆
工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

　

こ
の
調
査
は
、
日
本
の
製
造
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の

国
の
重
要
な
調
査
で
す
。
統
計
法

に
よ
り
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
正
確
な
調
査
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

期
５
月
～
６
月

内
事
業
所
の
従
業
員
、
仕
入
、
在

庫
、
製
造
品
目
、
出
荷
額
、
作
業

工
程
に
関
す
る
こ
と
な
ど

対
製
造
業
を
営
む
従
業
員
４
人
以

上
の
事
業
所
に
調
査
員
が
訪
問
し
、

調
査
票
の
記
入
を
依
頼
し
ま
す
。

　

な
お
、
３
人
以
下
の
事
業
所
は

従
業
員
数
や
事
業
内
容
を
お
聞
き

し
ま
す
。

他
調
査
員
は
身
分
証
明
と
し
て

「
調
査
員
証
」
を
携
帯
し
て
い
ま

す
。

問
企
画
政
策
室

☎
７
９
２・１
４
２
５

◆◆
只
見
線
バ
ス
代
行
輸
送

　

只
見
線
の
線
路
補
修
に
伴
い
左

記
の
列
車
に
限
り
バ
ス
代
行
輸
送

を
行
い
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

期
５
月
２２
日
㈪
～
２６
日
㈮

⃝

大
白
川
駅
発
︙
１０
時
００
分
（
小

出
駅
行
）

⃝

小
出
駅
発
︙
１３
時
１１
分
（
大
白

川
駅
行
）

他
こ
の
他
の
列
車
は
通
常
ど
お
り

◆◆
農
作
物
被
害
防
止
の
た
め

の
カ
ラ
ス
駆
除

　

カ
ラ
ス
に
よ
る
ス
イ
カ
等
の
農

作
物
へ
の
被
害
を
防
止
す
る
た

め
、
銃
器
等
を
使
っ
た
カ
ラ
ス
の

駆
除
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

◎
実
施
地
域

⃝

小
出
地
域
の
一
部（
十
日
町
等
）

期
５
月
７
日
㈰
～
概
ね
３
か
月
間

問
農
政
室

☎
７
９
９・３
４
８
５

運
行
し
ま
す
。
な
お
、
代
行
バ
ス

は
各
駅
に
停
車
し
ま
す
。

問
ま
ち
づ
く
り
室　

☎
７
９
２・９
７
５
２

Ｊ
Ｒ
総
合
案
内

☎
０
５
０・２
０
１
６・１
６
０
０
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食育の日　日５月１９日　毎月１９日は「食育の日」です。高血圧予防における食生活は旨味・酸
味・辛味を効かせた減塩料理、野菜や海藻に豊富に含まれるカリウムを積極的に摂ることです。

制
度
・
手
続
き

交通安全家庭の日　日５月１０日　自転車が通行できる歩道を通行する場合でも、歩行者が優先で
す。歩行者の通行を妨げないよう十分注意し、ルール・マナーを守って通行しましょう。

平成３０年度採用　
魚沼市職員採用登録試験（第１回）問総務管理室☎７９２・９２０３

３．申し込み
　５月１０日（水）から５月２６日（金）までの間に、申込書を総務管理室（小出庁舎）に提出してください。（※郵送の場合、
５月２６日消印有効）要綱等は総務管理室または市ホームページからダウンロードして入手できます。
Ｈ魚沼市ホームページ http://www.city.uonuma.niigata.jp/

【郵送による送付先】〒９４６ ‐ ８６０１魚沼市小出島１３０番地１　魚沼市役所　総務課総務管理室

試験
区分 職　種 採用予

定人員
受　験　資　格

年齢要件・その他 資格・経験

上
級
試
験
（
大
学
卒
業
程
度
）

一般行政 ５人程度

・昭和 63 年４月２日から平成８
年４月１日までに生まれた人 

・平成８年４月２日以降に生まれ
た人で、学校教育法による大学を
卒業した人または平成 30 年３月
31 日までに卒業する見込みの人

一般行政
（障害者雇用） １人

・採用試験申し込み時に障害者手帳の交付を既に受
けている人

・自力による通勤ができ、かつ、介護者なしに事務
職として職務の遂行が可能な人

・活字印刷文による出題および口述による面接試験
に対応できる人　

社会福祉士 １人 ・社会福祉士資格を有する人又は平成 29 年度に行
われる国家試験で取得見込みの人

土木技師 １人
・昭和 58 年４月２日以降に生ま
れた人

・学校教育法による大学（短期大
学を除く）を卒業した人または平
成 30 年３月 31 日までに卒業す
る見込みの人

・土木技師に関する専門課程を履修した人または平
成 30 年３月３１日までに履修する見込みの人

保 健 師 １人 ・保健師免許を有する人または平成 29 年度に行わ
れる国家試験で取得見込みの人

上
級
試
験

（
移
住
定
住
者
枠
）

一般行政
（情報処理）

いずれか
若干人

【年齢要件】
・昭和 53 年４月２日から昭和 63
年４月１日までに生まれた人

【住所要】
・平成 29 年５月１日現在、魚沼
市内に住民登録および勤務先が無
く、採用時に原則、魚沼市内に居
住できる人　

・情報システムの開発、管理、運営等の職務経験を
通算して 5 年以上有し、情報処理技術者（ベンダ側
/ ユーザ側）の資格を有している人

土木技師
・土木工事関係の設計または監督の職務経験を通算
して 5 年以上有し、1 級土木施行管理技師または 2
級土木施行管理技師の資格を有する人

建築技師
・建築関係の設計・施行管理等の職務経験を通算し
て 5 年以上有し、一級建築士または二級建築士の資
格を有する人

学芸員 ・埋蔵文化財に係る発掘調査及び遺品整理の職務経
験を通算して 5 年以上有し、学芸員資格を有する人

中
級
試
験

（
短
大
卒
業
程
度
）

保育士・
幼稚園教諭 ３人 ・昭和 58 年４月２日以降に生ま

れた人
・保育士および幼稚園教諭免許を有する人または平
成 30 年３月 31 日までに有する見込みの人

◆第２次試験
　日平成２９年７月３１日（月）から
　場魚沼市役所小出庁舎
　　（魚沼市小出島１３０番地１）
　内面接試験

◆第１次試験
　日平成２９年７月２日㈰
　場小出ボランティアセンター
　　（魚沼市小出島１２４０番地２）
　内基礎能力検査、性格検査（ＳＰＩ３）ほか

１．職種・採用予定人員・受験資格

２．試験日時・試験場

４．その他
　くわしくは、募集要綱をご確認ください。
　９月に高校卒業程度（一般行政（市内在住者対象）、消防士、身体障害者対象）試験を予定しています。

◆最終試験
　日平成２９年９月上旬
　場魚沼市役所小出庁舎
　内面接試験

◆◆
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納

者
に
タ
ク
シ
ー
券
交
付

対
自
動
車
運
転

免
許
証
を
自
主

返
納
さ
れ
た
人

（
全
部
取
り
消

し
の
人
の
み
対
象
）

内
魚
沼
市
乗
合
タ
ク
シ
ー
等
共

通
回
数
券
（
２２
枚
５
セ
ッ
ト

１
１
、０
０
０
円
分
）
を
交
付
し

ま
す
。

・
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
ほ
か
、「
市

内
を
走
る
路
線
バ
ス
」お
よ
び「
市

内
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者
が
運
行
す

る
通
常
の
タ
ク
シ
ー
」
で
使
用
で

き
ま
す
。
以
前
、
交
付
し
て
い
た

魚
沼
市
乗
合
タ
ク
シ
ー
券
を
お
持

ち
の
人
も
同
様
に
使
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

持
新
潟
県
公
安
委
員
会
発
行
の

「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取
消

通
知
書
」
※
自
主
返
納
時
に
警
察

署
が
発
行
し
ま
す

申
ま
ち
づ
く
り
室
（
小
出
庁
舎
）、

各
市
民
セ
ン
タ
ー
、
北
部
振
興
事

務
所

☎
７
９
２・９
７
５
２

◆◆
観
光
の
新
た
な
魅
力
を
開

発
「
観
光
地
域
づ
く
り
事

業
補
助
金
」

　

観
光
客
を
増
や
す
た
め
、
市
内

の
各
地
域
の
魅
力
向
上
を
図
る
事

業
に
対
す
る
補
助
金
制
度
で
す
。

◎
対
象
事
業

①
誘
客
促
進
事
業

⑴
地
域
資
源
の
活
用
や
観
光
地
と

し
て
の
新
た
な
魅
力
づ
く
り
を
図

る
事
業

⑵
魅
力
の
発
信
お
よ
び
宣
伝
ツ
ー

ル
の
作
成
、
観
光
説
明
会
な
ど
新

た
な
誘
客
を
図
る
事
業

②
基
盤
整
備
事
業

⑴
観
光
客
の
利
便
性
の
向
上
の
た

め
の
観
光
施
設
お
よ
び
観
光
景
観

を
整
備
す
る
事
業

対
市
内
の
３
者
以
上
の
観
光
事
業

者
で
構
成
す
る
団
体

⃝

補
助
率
︙
２
分
の
１
以
内

⃝

補
助
金
上
限
額
︙
５０
万
円

⃝

予
算
額
︙
２
０
０
万
円

〆
６
月
３０
日
㈮　

他
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
予
算

額
の
範
囲
内
で
交
付
決
定
額
を
按

分
し
ま
す
。

申
問
観
光
振
興
室

☎
７
９
２・９
７
５
４

◆◆
魚
沼
市
産
材
の　
　
　
　

　

家
づ
く
り
事
業

　

魚
沼
市
産
材
を
使
用
し
た
木
造

建
築
物
に
対
し
て
補
助
を
行
い
ま

す
。

対
申
請
年
度
内
に
完
成
す
る
市
産

材
を
使
用
し
、
市
内
に
建
築
す
る

木
造
建
築
物（
新
築・増
築・改
築
）

⃝

申
請
者
︙
魚
沼
市
内
に
事
務
所

又
は
営
業
所
を
有
す
る
施
工
業
者

（
大
工
・
工
務
店
等
）

⃝

補
助
額
︙
魚
沼
市
産
ス
ギ
材
を

製
材
し
、
加
工
し
た
木
材
の
購
入

価
格
の
３
分
の
１
以
内
（
上
限

５０
万
円
と
し
、
１０
万
円
未
満
は
対

象
外
）

他
新
潟
県
が
実
施
す
る
「
ふ
る
さ

と
越
後
の
家
づ
く
り
事
業
補
助

金
」と
の
併
用
申
請
も
可
能
で
す
。

く
わ
し
く
は
市
ホ
ー
ム
―
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
農
林
室　

☎
７
９
９・４
６
０
３

安
心
・
安
全

◆◆
山
地
災
害
防
止　
　
　
　

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

期
５
月
２０
日
㈯
～
６
月
３０
日
㈮

内
「
木
を
育
て　

森
を
育
み　

土

砂
を
防
ぐ
」
を
標
語
と
し
て
「
山

地
災
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を

実
施
し
ま
す
。

　
「
山
に
亀
裂
が
走
る
」、「
山
か

ら
石
が
落
ち
て
く
る
」、「
山
の
わ

き
水
が
止
ま
る
、
増
え
る
」、「
川

が
に
ご
る
、
水
位
が
さ
が
る
」、

「
井
戸
水
が
に
ご
る
」、
な
ど
は
山

地
災
害
が
起
こ
る
前
の
危
険
信
号

で
す
。
危
険
を
感
じ
た
ら
、
避
難

場
所
へ
移
動
し
、
災
害
が
起
こ
っ

た
場
合
は
、
１
１
０
番
ま
た
は

１
１
９
番
に
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

　

ふ
だ
ん
か
ら
家
族
や
地
域
の
皆

さ
ん
で
、
危
険
箇
所
や
避
難
場
所

に
つ
い
て
話
し
合
い
、
避
難
場
所

は
自
分
の
目
で
確
認
す
る
よ
う
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

問
農
林
室

☎
７
９
９・４
６
０
３

南
魚
沼
地
域
振
興
局
農
林
振
興
部

☎
０
２
５・７
７
２・８
２
７
０

募
　
　
　
集

◆◆
魚
沼
市
墓
園
「
共
同
墓
」

新
規
募
集

　

斎
場
隣
接
地
に
整
備
し
た
「
共

同
墓
」の
新
規
募
集
を
行
い
ま
す
。

◎
募
集
開
始

日
５
月
２２
日
㈪
か
ら（
随
時
受
付
）

内
受
入
予
定
数
︙
１
０
０
口

￥
骨
壺
１
口
︙
１
０
０
、０
０
０
円

※
骨
壺
（
陶
器
等
腐
食
し
な
い
も

の
で
径
２６
㎝
以
下
の
も
の
）

◎
注
意
事
項

・
使
用
場
所
は
市
で
指
定
し
、
納

骨
後
に
区
画
を
移
動
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

・墓
碑
に
記
銘
等
は
で
き
ま
せ
ん
。

対
魚
沼
市
に
住
所
を
有
す
る
人
、

祖
先
を
有
す
る
人
な
ど
。

他
先
着
順
に
審
査
し
、
順
次
、
許

可
を
行
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
環
境
対
策

室
に
あ
る
案
内
資
料
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
環
境
対
策
室

☎
７
９
２・９
７
６
６

※卒業程度とは、卒業（見込み）者ではなく卒業程度の学力を有する人を対象とした試験を実施するという意味です
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禁煙の日　日５月２２日　毎月２２日は、禁煙の日です。そして、５月３１日は世界禁煙デーです。
世界はたばこのない社会へと着実に近づいています。考えてみませんか、たばこのこと、今後のこと。 市報うおぬま　2017.5.10 　

◆市有財産を売却します 申問管財室　☎７９２・９２１１

〆５月１９日㈮１７時００分　※入札は５月２３日（火）に実施
対 市内に住所のある個人または法人　※案内書による
他  物件確認日：５月１６日（火）
　  ・物件番号３以外　　９時３０分～１１時３０分　旧堀之内企業庁舎駐車場（根小屋２２７６番地）
　  ・物件番号３　　　１４時００分～１５時００分　旧守門温泉青雲館駐車場（西名新田５０３番地）
　  案内書を管財室で配布します。売却条件などを承認のうえお申し込みください。
問申 管財室（市役所小出庁舎２階）　☎７９２・９２１１

番
号 車 名・車 種 登録番号 形 式 乗車

定員
初度
登録

車 検
満 了

走 行 距 離
作 業 時 間

最低入札価格
（税込） 売却条件等

1  トヨタコースター
 マイクロバス

長岡 200
さ 84

KK-HDB
51 29 H11.11 H29.11.17 不明

(221,000㎞ ) ３７，１００円  故障

2  イスズ
 消防ポンプ車

長岡 88
さ 5792

U-NKS58
GR 改 8 H4.3 H30.3.22 10,720㎞ ７０，０００円  装備品の撤去、

 車体の文字を
 消去し、完了
 写真を提出３  日野

 救助工作車Ⅱ型
長岡 800

は 192
KK-GX1
JGDA 改 6 H13.2 H29.2.27 50,603㎞ ９０，８００円

◆車両（一般競争入札）

番
号 物　件　名 備　考 最低入札価格

（税込） 売却条件等

４  エンジンカッター  消防本部不用物品（救助工作車資機材） １００円  刃なし

５  カッターエッジチェーンソー  消防本部不用物品（救助工作車資機材） １００円  故障箇所あり

６  冷凍ストッカー（130L）  旧守門保育園不用物品（平成８年取得） ３８０円

７  温蔵庫①  旧守門保育園不用物品（TAIJIFOODCABI FC-28） １１０円

８  温蔵庫②  旧守門保育園不用物品（TAIJIFOODCABI FC-28） １１０円

◆物品（見積入札）

番号１ 番号２

番号３ 番号４

番号７

番号６

番号５

◆◆
魚
沼
市
リ
ー
ス
工
場
入
居
者

　

市
で
管
理
し
て
い
る
工
場
を

リ
ー
ス
し
ま
す
。
事
務
所
や
倉
庫

等
と
し
て
の
利
用
も
可
能
で
す
。

①
第
３
若
者
就
業
セ
ン
タ
ー

場
穴
沢
１
６
０
番
地
３

・
構
造
︙
鉄
骨
造
２
階
建
（
２
階

部
分
）

・面
積
︙
３
６
０
㎡
（
２
階
部
分
）

◆◆
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

　

ゴ
ー
ヤ
や
ヘ
チ
マ
、
朝
顔
な
ど

つ
る
性
の
植
物
を
育
て
て
グ
リ
ー

ン
カ
ー
テ
ン
を
作
り
、
夏
を
涼
し

く
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
希
望
者
に

ゴ
ー
ヤ
の
種
を
無
料
配
布
し
ま
す
。

期
５
月
１０
日
㈬
～
６
月
３０
日
㈮　

・
配
布
場
所
︙
環
境
対
策
室

・
配
布
物
︙
ゴ
ー
ヤ
の
種
（
１
２

粒
）、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
（
ゴ
ー
ヤ
の
育
て
方
）　

無
く
な
り
次
第
終
了
と
し
ま
す
。

問
環
境
対
策
室

☎
７
９
２・９
７
６
６

◆◆
不
動
産
の
公
売
を
実
施
し

ま
す

　

不
動
産
の
公
売
を
期
日
入
札
に

よ
り
実
施
し
ま
す
。
な
お
、
入
札

前
に
公
売
保
証
金
の
納
付
が
必
要

で
す
。

◎
不
動
産
の
所
在
等

・
魚
沼
市
大
沢
字
道
南

・
地
目
︙
雑
種
地

・
地
積
︙
１
、０
０
０
㎡

・
見
積
価
額
（
最
低
売
却
価
額
）

︙
７
、０
０
０
、０
０
０
円

・
公
売
保
証
金
︙

　

７
０
０
、０
０
０
円

日
６
月
２
日
㈮
１０
時
～
１０
時
１５
分

※
公
売
保
証
金
の
納
付
は
９
時
３０

分
～
１０
時

場
市
役
所
小
出
庁
舎

他
公
売
物
件
の
詳
細
は
、
管
理
収

◆◆
魚
沼
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

に
お
け
る
投
票
日
お
よ
び
期

日
前
投
票
の
立
会
人
の
公
募

対
魚
沼
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人

定
各
投
票
所
に
２
人
ず
つ
（
投
票

日
、
期
日
前
の
投
票
所
）

※
た
だ
し
、
当
日
の
投
票
所
に
つ

い
て
は
ご
自
身
の
投
票
す
る
投
票

所
に
限
り
ま
す

◎
日
時
・
報
酬
額
等

①
期
日
前
投
票
所

期
６
月
１９
日
㈪
～
６
月
２４
日
㈯
の

任
意
の
日

⃝

小
出
庁
舎

・
時
間
︙
８
時
３０
分
～
２０
時

・
報
酬
︙
日
額
９
、５
０
０
円

⃝

小
出
庁
舎
以
外
の
庁
舎

・
時
間
︙
８
時
３０
分
～
１７
時

・
報
酬
︙
日
額
７
、１
０
０
円

②
当
日
投
票
所

日
６
月
２５
日
㈰

⃝

す
べ
て
の
投
票
所

・
時
間
︙
７
時
～
１８
時

・
報
酬
︙
日
額
９
、１
０
０
円

※
日
に
ち
の
指
定
は
可
能
で
す

が
、
時
間
指
定
は
で
き
ま
せ
ん

※
食
事
や
湯
茶
の
用
意
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
ご
自
分
で
ご
用
意
く

◆◆
う
お
ぬ
ま
夏
の　
　
　
　

　

雪
ま
つ
り
出
店
者

日
７
月
２２
日
㈯
～
２３
日
㈰
１０
時
～

１６
時

場
交
流
セ
ン
タ
ー
ユ
ピ
オ

内
毎
年
、
大
湯
温
泉
を
メ
イ
ン
会

場
に
開
催
さ
れ
る
真
夏
の
名
物
行

事
で
出
店
を
希
望
す
る
人
を
募
集

し
ま
す
。
２
間
×
３
間
の
区
画
を

用
意
し
ま
す
。
テ
ン
ト
な
ど
営
業

に
必
要
な
物
品
は
各
自
で
ご
用
意

く
だ
さ
い
。（
レ
ン
タ
ル
応
相
談
）

　

な
お
、
区
画
数
に
よ
り
先
着
順

と
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
。

だ
さ
い

〆
５
月
２３
日
㈫

申
各
庁
舎
に
備
え
付
け
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

他
人
数
に
制
限
が
あ
る
た
め
、
応

募
さ
れ
て
も
選
任
さ
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

問
選
挙
管
理
委
員
会

☎
７
９
２・９
２
０
７

納
室
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
管
理
収
納
室

☎
７
９
２・１
１
２
２

・
建
築
年
度
︙
平
成
２
年
度

②
須
原
リ
ー
ス
工
場

場
須
原
４
３
４
番
地
１

・
構
造
︙
木
造
亜
鉛
メ
ッ
キ
鋼
板

葺
平
屋
建

・
面
積
︙
５６
㎡
（
事
務
所
、
倉
庫

向
け
）

・
建
築
年
度
︙
平
成
１５
年
度

対
市
内
企
業
、
団
体
等

￥
賃
貸
借
料
は
、
建
物
固
定
資
産

税
、
建
物
共
済
掛
金
相
当
額

〆
６
月
１５
日
㈭

申
問
商
工
振
興
室

☎
７
９
２・９
７
５
３

￥
３
、０
０
０
円

〆
６
月
２
日
㈮

他
要
領
を
お
送
り
す
る
の
で
、
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
観
光
振
興
室
（
う
お
ぬ
ま
夏
の

雪
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
）

☎
７
９
２・９
７
５
４

健
康
・
福
祉

◆◆
献
血
（
全
血
）
実
施

①
市
役
所
湯
之
谷
庁
舎

日
５
月
１７
日
㈬
９
時
３０
分
～
１１
時

３０
分

②
北
魚
沼
農
協
本
店

日
５
月
１７
日
㈬
１３
時
３０
分
～
１５
時

◎
献
血
種
別

・
全
血
（
４
０
０
ml
）

持
献
血
カ
ー
ド

問
健
康
増
進
室

☎
７
９
２・９
７
６
３

番号８
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◆◆
大
人
の
風
し
ん
予
防
接
種

費
用
の
助
成

　

妊
婦
が
風
し
ん
に
か
か
る
と
先

天
性
風
し
ん
症
候
群
の
赤
ち
ゃ
ん

が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
の
風
し
ん

予
防
接
種
に
か
か
る
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

◎
助
成
額
（
上
限
額
）

⃝

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

・
６
、０
０
０
円

⃝

風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン

・
４
、０
０
０
円

対
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
で
、
抗
体

検
査
を
受
け
た
結
果
、
抗
体
価
が

低
い
ま
た
は
陰
性
と
判
定
さ
れ
た

人
（
風
し
ん
予
防
接
種
を
受
け
た

こ
と
が
あ
る
人
、
風
し
ん
に
か

か
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
は
除
く
）

①
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
（
妊
娠
中

◆◆
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
様
へ

　

第
１０
特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限

は
、
平
成
３０
年
４
月
２
日
ま
で
で

す
。
こ
の
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
時

効
に
よ
り
権
利
が
消
滅
し
ま
す
。

　

請
求
手
続
き
が
終
了
し
て
い
な

い
人
は
、
お
早
め
に
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

対
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で
、
平
成
２７
年
４
月
１
日
に
お

い
て
、
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助

料
や
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援

護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
等
を
受
け

る
人
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順

番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一

人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

１
．
弔
慰
金
の
受
給
権
者

２
．
戦
没
者
等
の
子

３
．
①
父
母
、
②
孫
、
③
祖
父
母

④
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し

て
い
た
人

４
．
３
以
外
の
①
父
母
、
②
孫
、

③
祖
父
母
、　

④
兄
弟
姉
妹

５
．
１
か
ら
４
以
外
の
三
親
等
内

親
族
（
甥
、
姪
等
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き

続
き
１
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し

て
い
た
人
に
限
る

生
涯
学
習
・
公
民
館

◆◆
古
文
書
の
会
メ
ン
バ
ー
募
集

　

市
内
で
活
動
し
て
い
る
古
文
書

の
会
で
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま

す
。

◆◆
文
化
財
防
犯
対
策　
　
　

　

強
化
の
お
願
い

　

最
近
、
文
化
財
の
汚
損
被
害
が

相
次
い
で
い
る
た
め
、
以
下
の
対

策
に
つ
い
て
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

①
日
頃
か
ら
文
化
財
と
そ
の
周
辺

状
況
を
確
認
し
、
防
犯
設
備
増
強

に
つ
い
て
検
討

②
近
隣
住
民
と
話
し
合
い
、
定
期

的
に
見
回
り

③
既
存
設
備
の
点
検
と
対
策
周
知

の
看
板
設
置

④
異
状
を
感
じ
た
ら
一
一
〇
番

し
、
不
審
車
両
は
ナ
ン
バ
ー
を
控

え
る

⑤
文
化
財
の
公
開
を
行
う
場
合

は
、
死
角
や
盲
点
の
確
認

⑥
写
真
で
記
録
を
し
、
被
害
に

あ
っ
た
際
に
状
況
確
認
が
で
き
る

よ
う
に
備
え
る

⑦
地
元
の
教
育
委
員
会
、
所
轄
警

察
署
と
日
頃
か
ら
連
絡
が
取
れ
る

よ
う
に
し
て
お
く

他
貴
重
な
文
化
財
を
守
る
為
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課

☎
７
９
４・６
０
７
３

◆◆
乳
幼
児
向
け　
　
　

「
だ
っ
こ
で
お
は
な
し
」

　

同
じ
年
頃
の
お
友
だ
ち
と
一
緒

に
手
遊
び
や
絵
本
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。
孫
守
り
の
お
じ
い
さ
ん

や
お
ば
あ
さ
ん
も
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

◎
広
神
図
書
館

日
５
月
２０
日
㈯
１０
時
３０
分
か
ら

内
絵
本「
お
べ
ん
と
う
バ
ス
」「
は

い
チ
ー
ズ
」
大
型
絵
本
「
ぴ
ょ
ー

ん
」
な
ど

◎
小
出
郷
図
書
館

日
５
月
２６
日
㈮
１０
時
３０
分
か
ら

内
絵
本
「
よ
く
き
た
ね
」「
た
ま

ご
を
こ
ん
こ
ん
」
紙
芝
居
「
こ
ん

に
ち
は
」
な
ど

問
小
出
郷
図
書
館

☎
７
９
２・０
３
３
７

◆◆
赤
ち
ゃ
ん
に
は
じ
め
て
の
絵

本
を
５
月
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

◎
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぱ
ぴ
ぷ

日
５
月
１７
日
㈬
１３
時
～
１４
時
３０
分

◎
広
神
図
書
館

日
５
月
２７
日
㈯
１０
時
～
１１
時
３０
分

内
読
み
聞
か
せ
の
方
法
な
ど
を
お

話
し
し
ま
す
。（
絵
本
２
冊
プ
レ

ゼ
ン
ト
）
１
組
１０
分
程
度
で
す
。

ど
ち
ら
か
都
合
の
よ
い
日
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

対
平
成
２８
年
７
月
生
ま
れ
の
赤

ち
ゃ
ん
と
保
護
者

持
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
引
換
書

問
小
出
郷
図
書
館

☎
７
９
２・０
３
３
７

広
神
図
書
館

☎
７
９
９・３
２
２
７

⃝

支
給
内
容
︙
額
面
２５
万
円
、
５

年
償
還
の
記
名
国
債

〆
平
成
３０
年
４
月
２
日

持
印
鑑
、
身
分
証
明
書
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
「
通
知
カ
ー
ド
」、
戸
籍

の
請
求
に
係
る
手
数
料

問
厚
生
室

☎
７
９
２・９
７
６
７

は
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）

②
①
の
夫
お
よ
び
そ
の
同
居
の
家
族

③
風
し
ん
抗
体
価
が
低
い
ま
た
は

陰
性
で
あ
る
妊
婦
の
夫
お
よ
び
そ

の
同
居
の
家
族

持
医
療
機
関
発
行
の
領
収
書
等

（
金
額
と
接
種
内
容
が
わ
か
る
も

の
）、風
し
ん
抗
体
検
査
結
果
（
経

産
婦
は
母
子
健
康
手
帳
で
も
可
）、

母
子
健
康
手
帳
（
妊
婦
の
夫
及
び

同
居
家
族
の
人
の
み
）、
振
込
先

口
座
が
分
か
る
も
の
、
申
請
者
の

印
鑑

〆
平
成
３０
年
３
月
３１
日

※
平
成
２９
年
４
月
１
日
～
平
成
３０

年
３
月
３１
日
の
接
種
が
対
象

申
健
康
増
進
室
ま
た
は
郵
送
に
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申

請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
健
康
増
進
室

☎
７
９
２・９
７
６
３

①
堀
之
内
古
文
書
の
会

日
毎
週
水
曜
９
時
～
１２
時

場
堀
之
内
公
民
館

内
古
文
書
の
整
理
、「
平
家
物
語
」

を
覚
え
な
が
ら
読
む
、
楽
し
む

対
古
文
書
を
読
ん
で
み
た
い
人

￥
無
料
（
お
茶
代
程
度
）

持
筆
記
用
具

②
魚
沼
市
古
文
書
を
親
し
む
会

日
毎
月
第
１・
３
金
曜
１３
時
３０
分

～
１５
時
３０
分

場
小
出
公
民
館

内
古
文
書
を
読
む
力
を
つ
け
る
、
西

井
口
家
文
書
を
読
む
・
デ
ジ
タ
ル
化

対
古
文
書
に
興
味
の
あ
る
人

￥
２
、５
０
０
円
（
年
間
）

持
筆
記
用
具

③
守
門
郷
土
史
研
究
会

日
毎
月
第
１
木
曜
１４
時
～
１６
時

場
守
門
公
民
館

内
古
文
書
の
解
読
（
目
黒
家
に
関

す
る
も
の
が
中
心
）

対
古
文
書
を
読
ん
で
み
た
い
人

￥
１
、０
０
０
円
（
年
間
）

持
筆
記
用
具

〆
①
～
③
と
も
随
時

他
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
問
生
涯
学
習
課

☎
７
９
４・６
０
７
３

申
問
広
神
公
民
館

☎
７
９
９・３
２
２
７

❶❶
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
＆
シ
ャ

ド
ー
ボ
ッ
ク
ス
２
人
展

日
５
月
１１
日
㈭
～
６
月
２０
日
㈫

・
月
～
土
曜
９
時
３０
分
～
２１
時
３０
分

・
日
曜
祝
日
９
時
３０
分
～
１６
時
３０
分

内
佐
藤
裕
子
さ
ん
、
酒
井
礼
子
さ

ん
の
作
品
展

場
広
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

￥
無
料

問
広
神
公
民
館

☎
７
９
９・３
２
２
７

❷❷
大
人
の
遠
足
教
室

◎「
お
ら
が
広
神
い
ろ
は
か
る
た
」

の
名
所
を
巡
る

日
５
月
２７
日
㈯
８
時
３０
分
～
１２
時

場
広
神
地
区
小
平
尾
「
雨
池
」

※
広
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

８
時
集
合

内「
り
ん
ど
う
の
紫
し
み
る
雨
池
」

（
か
る
た
よ
り
）
十
二
神
社
の
石

祠
が
祭
ら
れ
て
あ
る
旧
雨
池
集
落

を
探
検
し
ま
す
。

持
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
昼
食

対
成
人

￥
無
料

〆
５
月
２４
日
㈬

❸❸
魚
沼
の
自
然
を
楽
し
む
教
室

◎
達
人
か
ら
学
ぶ
魚
沼
の
楽
し
み
方

日
①
６
月
３
日
㈯
、
②
６
月
２４
日

㈯
９
時
～
１２
時
（
全
２
回
）

場
広
神
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

内
①
周
辺
散
策
、
ヨ
モ
ギ
摘
み
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
エ
コ
菜
園

②
摘
ん
だ
ヨ
モ
ギ
を
使
い
、
ラ
ッ

プ
で
作
る
お
手
軽
３
色
団
子

講
水
落
恵
美
子
さ
ん
、
森
山
信
江

さ
ん

持
空
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
（

１．５
ℓ
と

５
０
０
ml
（
１
回
目
に
使
用
）

対
子
ど
も
か
ら
大
人

￥
７
０
０
円
（
２
回
分
）

〆
５
月
２９
日
㈪

❹❹
料
理
教
室　

◎
食
か
ら
健
康
を
考
え
、
身
体
が

喜
ぶ
料
理
を
学
ぶ

日
①
６
月
１０
日
㈯
、
②
７
月
８
日

㈯
、
③
１０
月
１４
日
㈯
、
④
１２
月
９

日
㈯
９
時
３０
分
～
１２
時
３０
分

場
広
神
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

内
①
和
暦
か
ら
み
る
季
節
の
養
生

ご
飯
②
笹
団
子
と
山
菜
汁
③
簡
単

料
理
、
和
菓
子
④
野
菜
の
お
も
て

な
し
料
理

講
①
清
野
静
香
さ
ん
②
水
落
恵
美

◆◆
堀
之
内
公
民
館　
　
　
　

第
１
回
高
齢
者
大
学

日
５
月
２４
日
㈬
１０
時
か
ら

場
堀
之
内
公
民
館

内
第
１
部
︙
市
長
と
の
対
話
会　

第
２
部
︙
な
か
よ
し
保
育
園
児
公
演

対
ど
な
た
で
も
￥
無
料

問
堀
之
内
公
民
館　

☎
７
９
４・６
０
２
６

子
さ
ん
③
和
田
道
広
さ
ん
④
韮
澤

知
余
美
さ
ん

対
ど
な
た
で
も

￥
７
０
０
円
（
１
回
）

〆
６
月
５
日
㈪

他
１
回
ご
と
の
申
し
込
み
で
も
可

◆◆
ふ
る
さ
と
の
歴
史
講
座

◎
身
近
な
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
巡
り

　

超
自
然
的
な
力
に
よ
っ
て
、
健

康
や
元
気
を
与
え
て
く
れ
る
と
い

わ
れ
て
る
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
。
癒

し
の
旅
に
出
か
け
ま
せ
ん
か
。

日
６
月
１１
日
㈰
９
時
～
１６
時
１０
分

場
湯
之
谷
公
民
館
集
合
・
解
散

・
湯
之
谷
公
民
館
～
下
折
立
～
折

立
又
新
田
～
大
湯
温
泉
～
栃
尾
又

温
泉
～
枝
折
峠
～
銀
山
平

講
星
昭
さ
ん
他

対
ど
な
た
で
も

定
先
着
２０
人

￥
５
０
０
円

持
動
き
や
す
い
服
装
・
昼
食
・
飲

み
物
・
雨
具
な
ど

〆
定
員
に
な
り
次
第

申
湯
之
谷
公
民
館
（
平
日
９
時
～

１６
時
）

☎
７
９
２・０
５
３
０
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◆◆
ピ
ラ
テ
ィ
ス
＆　
　
　
　

　

ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
教
室

　

呼
吸
に
合
わ
せ
て
ゆ
っ
く
り
と

し
た
動
き
で
か
ら
だ
の
内
側
の
小
さ

な
筋
肉
を
動
か
し
ま
す
。
か
ら
だ
全

体
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
、
改
善
し
な

が
ら
鍛
え
る
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
す
。

期
５
月
～
１０
月
（
全
１０
回
）
９
時

３０
分
～
１１
時
３０
分

※
第
１
回
︙
５
月
３０
日
㈫

場
入
広
瀬
公
民
館

講
佐
藤
智
子
さ
ん
（
か
ら
だ
づ
く

り
す
た
じ
お
ま
～
る
）

対
ど
な
た
で
も
定
１５
人

￥
１
、０
０
０
円
（
全
１０
回
分
）

持
動
き
や
す
い
服
装
、
飲
み
物
、

ヨ
ガ
マ
ッ
ト

〆
５
月
２４
日
㈬

申
入
広
瀬
公
民
館
（
平
日
９
時
～

１６
時
）

☎
７
９
６・２
３
２
２

催
　
　
　
し

◆◆
上
越
沿
線
少
年
親
善
中
学
生

野
球
大
会
開
催
記
念
講
演
会

日
５
月
２７
日
㈯
１８
時
か
ら

場
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

内
講
演
会
、
実
技
指
導
、
抽
選
会

演
チ
ー
ム
を
勝
利
に
導
く
走
塁
術　

講
鈴
木
尚
広
さ
ん
（
元
巨
人
）

各
種
相
談
等

◆◆
ひ
き
こ
も
り
座
談
会

　

ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て
、
同
じ

悩
み
を
抱
え
た
人
ど
う
し
、
一
緒

に
考
え
ま
せ
ん
か
。

日
５
月
２４
日
㈬
１３
時
３０
分
～
１６
時

※
毎
月
第
４
水
曜
に
開
催
予
定

場
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

対
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
人

（
あ
っ
た
人
）
と
、
そ
の
ご
家
族

￥
無
料

問
学
校
教
育
課

☎
７
９
４・６
０
７
２

社
会
福
祉
協
議
会

☎
７
９
２・８
１
８
１

◆◆
法
律
相
談
等

◎
消
費
生
活
（
借
金
・
契
約
等
）

無
料
法
律
相
談
会

日
５
月
２８
日
㈰
１３
時
３０
分
～
１６
時

場
広
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内
借
金
や
契
約
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

（
相
談
は
１
人
３０
分
）

相
弁
護
士

￥
無
料

定
先
着
５
人

〆
５
月
２６
日
（
金
）
要
電
話
予
約

問
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
７
９
２・８
８
４
４

◆◆
ふ
る
さ
と
再
発
見

◎
初
心
者
古
文
書
教
室

日
６
月
１
日・１５
日
、
７
月
６
日・

２０
日
、
８
月
３
日
・
１７
日
い
ず
れ

も
木
曜
１３
時
３０
分
～
１５
時
３０
分

場
小
出
北
部
公
民
館

内
初
心
者
を
対
象
に
古
文
書
の
イ

ロ
ハ
か
ら
学
び
ま
す
。
～
古
文
書

に
読
む
小
出
郷
の
昔
む
か
し
～

講
魚
沼
市
古
文
書
に
親
し
む
会

対
ど
な
た
で
も

定
１０
人
￥
５
０
０
円
（
資
料
代
別

自
己
負
担
）

持
筆
記
用
具
・
原
稿
用
紙

〆
５
月
２６
日
㈮

申
小
出
北
部
公
民
館
（
平
日
９
時

～
１６
時
）　

☎
７
９
２・５
３
３
６

◆◆
春
の
ワ
イ
ワ
イ
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

日
６
月
４
日
㈰
１０
時
～
１４
時

※
雨
天
中
止

場
な
か
よ
し
中
央
公
園

持
マ
イ
バ
ッ
グ

※
買
い
物
袋
は
用
意
し
て
い
ま
せ
ん

◎
出
店
者
募
集　
　
　
　
　
　

・
１
区
画
面
積
︙
2.5
ｍ
×
2.5
ｍ

・
出
店
場
所
︙
受
付
順
に
決
定

・
販
売
品
︙
生
活
用
品
、
雑
貨
、

衣
料
品
等
（
食
料
品
、
薬
品
、
動

物
、
自
転
車
等
を
除
く
）

対
家
庭
の
不
用
品
出
店
者
（
販
売

を
業
と
す
る
人
は
不
可
）

￥
１
店
５
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

定
先
着
２６
店

〆
６
月
２
日
㈮　
　
　

他
代
理
申
込
、
郵
送
申
込
も
可

申
問
魚
沼
市
消
費
者
協
会
事
務

局
（
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
７
９
２・８
８
４
４

ミ 

ニ 

情 

報

◆◆Brass

堀
之
内　
　
　
　

第
１
回
定
期
演
奏
会

日
５
月
１３
日
㈯
１８
時
か
ら

場
小
出
郷
文
化
会
館

内
１
部
︙
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
オ
リ
ジ

ナ
ル
、
２
部
︙
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、

３
部
︙
ポ
ッ
プ
ス

￥
無
料

問
山
本

☎
０
８
０・３
４
６
９・６
３
９
３

◆◆
車
椅
子
レ
ク
ダ
ン
ス
体
験
会

　

安
全
に
楽
し
く
ダ
ン
ス
を
踊
り

ま
し
ょ
う
。

日
５
月
１７
日
㈬
１９
時
か
ら

場
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

内
車
椅
子
使
用
者
の
人
々
と
安
全

に
、
楽
し
く
、
同
じ
フ
ロ
ア
ー
で

ダ
ン
ス
が
踊
れ
る
よ
う
体
験
し
ま

し
ょ
う
。

講
車
椅
子
レ
ク
ダ
ン
ス
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
矢
車
草
の
会

対
ど
な
た
で
も

定
２０
人

￥
無
料

申
矢
車
草
の
会
・
久
保
田

☎
０
９
０・２
４
１
９・４
０
４
１

◆◆
魚
沼
市
民
茶
会

日
５
月
２１
日
㈰
９
時
３０
分
～
１５
時

場
小
出
郷
文
化
会
館

内
薄
茶
席
３
席
、
点
心
席

￥
３
、０
０
０
円
対
ど
な
た
で
も

問
高
橋

☎
７
９
２・１
８
５
２

◆◆
魚
沼
映
画
の
専
門
店
ｖ
ｏ

ｌ
，
１
３
６
「
ス
プ
リ
ン

グ
、
ハ
ズ
、
カ
ム
」

日
５
月
２６
日
㈮
①
１９
時
、
５
月
２７

日
㈯
①
１０
時
②
１４
時
③
１９
時
、
５

月
２８
日
㈰
①
１０
時
②
１４
時

内
男
手
一
つ
で
娘
を
育
て
た
父

と
、
東
京
の
大
学
に
通
う
た
め
上

京
す
る
こ
と
に
な
っ
た
娘
の
「
旅

立
ち
」
を
描
い
た
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ド

ラ
マ
。
亡
き
母
が
愛
し
た
１
人
の

男
性
と
し
て
父
を
見
直
す
娘
。
一

方
で
父
は
、
少
女
か
ら
大
人
の
女

性
へ
と
成
長
す
る
娘
と
の
別
れ
を

覚
悟
す
る
。

場
小
出
郷
文
化
会
館

￥
１
、０
０
０
円（
学
生
、シ
ニ
ア
、

友
の
会
、
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
人
８
０
０
円
）

問
小
出
郷
文
化
会
館

☎
７
９
２・８
８
１
１

◆◆
ひ
ま
わ
り
キ
ッ
ズ　
　

「
特
別
企
画
」

　

め
ぐ
み
幼
稚
園
の
ひ
ま
わ
り

キ
ッ
ズ
で
は
、「
英
語
で
遊
ぼ

う
！
」、「
音
楽
で
遊
ぼ
う
！
」
を

行
い
ま
す
。
５
月
か
ら
毎
月
１
回

ず
つ
の
開
催
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

◎
英
語
で
遊
ぼ
う

日
５
月
１８
日
㈭
、
６
月
２９
日
㈭
、
７

月
２０
日
㈭
１０
時
３０
分
～
１０
時
４５
分

◎
音
楽
で
遊
ぼ
う

日
５
月
２３
日
㈫
、
６
月
２０
日
㈫
、
７

月
４
日
㈫
１０
時
３０
分
～
１０
時
４５
分　
　

場
め
ぐ
み
幼
稚
園　

講
・
英
語
︙
ア
ナ
ボ
ヌ
実
砂
子
さ
ん

・
音
楽
︙
櫻
井
美
枝
子
さ
ん

対
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

￥
無
料
申
不
要

問
め
ぐ
み
幼
稚
園

☎
７
９
２･

６
７
６
８

◆◆
只
見
線
に
乗
っ
て
み
よ
う

　

只
見
線
に
乗
っ
て
只
見
駅
に
行

き
、折
り
返
し
で
帰
っ
て
く
る「
只

見
線
に
乗
る
会
」
で
す
。

日
５
月
２０
日
㈯
・
２９
日
㈪
、
６
月

３
日
㈯
・
１０
日
㈯

内
１７
時
１０
分
小
出
駅
発
の
列
車
に

乗
り
１８
時
３５
分
只
見
駅
発
の
折
り

返
し
で
帰
り
ま
す
。
最
寄
り
の
駅

か
ら
乗
車
し
て
構
い
ま
せ
ん
。

車
内
で
は
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

対
ど
な
た
で
も

￥
往
復
の
乗
車
料
金

他
く
わ
し
く
は
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

「
只
見
線
な
ん
と
か
会
」
で
検
索

問
只
見
線
な
ん
と
か
会
・
榎
本

☎
０
９
０・９
８
２
０・２
２
１
９

◆◆
鏡
ケ
池
つ
り
大
会

日
５
月
２８
日
㈰
６
時
～
９
時

※
受
付
︙
５
時
３０
分
～
６
時

場
鏡
ケ
池（
道
の
駅
い
り
ひ
ろ
せ
）　

内
ニ
ジ
マ
ス
を
対
象
と
し
た
、
ル

ア
ー
か
え
さ
釣
り

※
道
具
、
え
さ
は
各
自
用
意
、
フ

ラ
イ
、
テ
ン
カ
ラ
は
不
可

対
ど
な
た
で
も　

￥
１
、０
０
０
円
（
中
学
生
以
下

５
０
０
円
）

他
釣
り
竿
レ
ン
タ
ル
５
０
０
円

（
エ
サ
は
各
自
用
意
）、
例
年
８
月

１４
日
に
開
催
の
「
さ
ん
さ
い
共
和

国
釣
り
大
会
」は
開
催
し
ま
せ
ん
。

問
道
の
駅
い
り
ひ
ろ
せ

☎
７
９
６・２
５
０
０　

◆◆
大
湯
温
泉
山
菜
祭

日
５
月
２１
日
㈰
９
時
～
１５
時

場
交
流
セ
ン
タ
ー
ユ
ピ
オ

内
山
菜
即
売
、魚
の
つ
か
み
ど
り
、

山
菜
ピ
ク
ニ
ッ
ク
、
ち
び
っ
こ
ビ

ン
ゴ
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
参

加
者
募
集
、
出
店
料
３
０
０
円
、

締
切
り
は
５
月
１８
日
㈭
）

問
交
流
セ
ン
タ
ー
ユ
ピ
オ

☎
７
９
５・２
０
０
３

定
先
着
３
０
０
人

￥
大
人
︙
２
、０
０
０
円
、
子
供

︙
１
、０
０
０
円
（
中
学
生
ま
で
）

※
お
土
産
付

申
生
涯
学
習
課

☎
７
９
４・６
０
７
３

㈱
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
社

☎
０
２
５・７
８
０・１
２
３
４

お気軽にご利用ください。　問健康増進室☎７９２・９７６３

フリーダイヤル（24 時間年中無休、通話料・相談料無料）
０１２０－６５６－６８０

うおぬま健康ダイヤル２４

健康相談
医療機関情報

育児相談 医療情報
介護相談

市報うおぬま　2017.5.10 　



information お知らせ版

 市報うおぬま27 26市報うおぬま　2017.5.10 　

◆◆
第
６
回
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド　

魚
沼
参
加
者
募
集

日
６
月
４
日
㈰
６
時
３０
分
か
ら

内
全
国
か
ら
参
加
者
が
訪
れ
、
新
緑

の
魚
沼
市
内
全
域
を
舞
台
と
し
た
、

指
定
長
距
離
ル
ー
ト
を
自
転
車
で
走

破
す
る
サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト

⃝

Ａ
コ
ー
ス
︙
約
１
１
５
㎞

⃝

Ｂ
コ
ー
ス
︙
約
１
０
０
㎞

⃝

Ｃ
コ
ー
ス
︙
約
７５
㎞

◆◆
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
Ｆ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ 

２
０
１
７

日
６
月
１１
日
㈰
１２
時
～
１７
時

場
小
平
尾
緑
地
公
園
特
設
ス
テ
ー

ジ内
鳥
屋
ケ
峰
登
山
客
と
と
も
に
楽

し
む
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

演
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
、
ア
マ

チ
ュ
ア
バ
ン
ド
他

￥
無
料

〆
５
月
２４
日
㈬

申
問
実
行
委
員
会
・
馬
場

☎
０
８
０・２
０
９
３・５
０
６
７

◆◆
下
条
テ
ニ
ス
教
室

期
６
月
７
日
～
９
月
２７
日
の
毎
週

水
曜
２０
時
～
２１
時
３０
分　

場
下
条
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

内
ク
ラ
ス
別
テ
ニ
ス
教
室

・
初
級
ク
ラ
ス

・
中
級
ク
ラ
ス

・
中
高
生
ク
ラ
ス

￥
大
人
︙
４
、０
０
０
円

高
校
生
以
下
︙
３
、０
０
０
円

〆
随
時
受
付
ま
す　

申
問
魚
沼
市
テ
ニ
ス
協
会
事
務

局
・
小
澤

☎
０
９
０・９
６
３
８・３
１
９
７

◆◆
う
お
ぬ
ま
わ
く
わ
く
キ
ッ
ズ

☆
春
～
わ
く
わ
く
☆
さ
つ
ま

い
も
畑
を
つ
く
ろ
う
！
～

日
６
月
３
日
㈯
９
時
～
１２
時

場
小
出
公
園
内

内
さ
つ
ま
い
も
の
苗
付
け
と
、
畑

の
看
板
を
手
づ
く
り
し
ま
す
。

講
農
事
組
合
法
人
あ
ぜ
道

対
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

定
３０
人

￥
１
０
０
円

持
汚
れ
て
も
良
い
服
装
・
水
筒
・

タ
オ
ル
・
軍
手
・
帽
子

※
さ
つ
ま
い
も
は
秋
の
会
で
収
穫

す
る
予
定
で
す

〆
５
月
３０
日
㈫

申
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
小
出
事
務
局

☎
７
９
２・５
３
２
０

◆◆
エ
ン
ジ
ョ
イ
市
民
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
２９
・
パ
ー
ト
１

◎
白
馬
五
竜
高
山
植
物
園
＆
小
遠

見
山

日
６
月
１８
日
㈰
～
１９
日
㈪

・
６
時
小
出
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー
出

発
～
翌
日
１７
時
帰
着
予
定

場
長
野
県
北
安
曇
郡
白
馬
村

◎
行
程

⃝

１８
日
Ⓐ
班
︙
ア
ル
ペ
ン
ビ
ュ
ー

の
白
馬
五
竜
小
遠
見
山
ト
レ
ッ
ク

◆◆
整
形
外
科
休
診
日
の　
　

お
知
ら
せ

　

小
出
病
院
整
形
外
科
外
来
の
診

療
を
お
休
み
し
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日
５
月
１９
日
㈮

問
小
出
病
院

☎
７
９
２・２
１
１
１

◆◆
魚
沼
市
医
療
公
社　
　
　

事
務
職
員
募
集

　

平
成
３０
年
４
月
採
用
予
定
の
事

務
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

・
募
集
定
員
︙
若
干
人

・
応
募
資
格
︙
平
成
３０
年
３
月
に

大
学
卒
業
見
込
み
の
人

・
勤
務
地
︙
魚
沼
市
内

・
勤
務
時
間
︙
７
時
間
４５
分

・
給
与
︙
月
額
１
６
９
、５
０
０
円

◎
選
考
試
験

⃝

１
次
選
考
︙
書
類
審
査

※
履
歴
書
、
卒
業
見
込
証
明
書
、

成
績
証
明
書
、
作
文
「
医
療
機
関

に
お
け
る
事
務
職
の
役
割
と
は
」

◆◆
魚
沼
太
鼓
子
ど
も
チ
ー
ム

「
響
」
新
規
メ
ン
バ
ー
募
集

　

バ
チ
の
持
ち
方
や
か
ま
え
方
か

ら
指
導
し
ま
す
。
初
め
て
の
人
や

バ
チ
の
無
い
人
で
も
お
貸
し
し
ま

す
。
み
ん
な
で
楽
し
く
太
鼓
を
た

た
き
ま
し
ょ
う
。

期
６
月

１３
日
㈫
か
ら
ス
タ
ー
ト

・
１９
時

３０
分
～
２１
時

場
小
出
郷
文
化
会
館

講
魚
沼
太
鼓

対
園
児
年
長
以
上　

￥
年
会
費
１
、０
０
０
円

〆
６
月
２
日
㈮

持
動
き
や
す
い
服
装
と
運
動
靴

問
小
出
郷
文
化
会
館　

☎
７
９
２
・
８
８
１
１

◆◆「
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
」

試
合
観
戦
ご
招
待

日
６
月
１７
日
㈯
１９
時
キ
ッ
ク
オ
フ

場
デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ

ア
ム（
対
大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
戦
） 

対
魚
沼
市
在
住
者

定
２
０
０
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

◎
応
募
方
法

　

往
復
ハ
ガ
キ
で
の
応
募
は
１
世

帯
１
通
ま
で
有
効
で
す
。

・
往
信
裏
面
に
、
①
６
／
１７
大
宮

②
住
所
③
氏
名
・
年
齢
④
電
話
番

号
⑤
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
お
持

ち
の
人
）
⑥
チ
ケ
ッ
ト
希
望
枚
数

◆◆
魚
沼
市
水
泳
協
会
普
通
救

命
講
習
会

◎
消
防
署
隊
員
に
よ
る
普
通
救
命

講
習
会

日
５
月
２８
日
㈰
９
時
～
１２
時　

場
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
小
出

講
魚
沼
市
消
防
本
部

対
市
内
在
住
在
勤
の
中
学
生
以
上

￥
２
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
）

持
動
き
や
す
い
服
装
と
上
履
き

〆
５
月
２０
日
㈯

申
問
魚
沼
市
水
泳
協
会
事
務
局

（
Ｓ
Ａ
小
出
内
）

☎
７
９
２・９
９
３
３　

◆◆
薬
師
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル

期
６
月
２
日
～
９
月
２９
日
毎
週
金

曜
１９
時
３０
分
～
２１
時
（
全
１８
回
）

場
薬
師
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

内
初
心
者
向
け
の
テ
ニ
ス
教
室
で

す
。
ラ
ケ
ッ
ト
の
無
料
貸
出
も
あ

り
ま
す
。（
申
込
時
に
予
約
）

対
小
学
生
（
２
年
生
以
上
）
と
大

人
の
初
心
者

定
一
般
ク
ラ
ス
︙
１０
人

小
学
生
ク
ラ
ス
︙
２０
人

￥
一
般
︙
８
、０
０
０
円

小
学
生
︙
６
、０
０
０
円

※
保
険
料
込
み

持
硬
式
用
ラ
ケ
ッ
ト

〆
５
月
３０
日
㈫

申
問
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

ヤ
ッ
コ
ム

☎
７
９
２・８
７
３
１

※
各
地
で
給
水
食
所
あ
り

対
中
学
生
以
上
の
健
康
な
人

※
中
高
生
は
保
護
者
の
同
意
書
が

必
要
で
す

￥
一
般
︙
５
、０
０
０
円

中
高
生
︙
３
、０
０
０
円

他
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
し
、
自
転
車

は
公
道
を
走
行
で
き
る
前
後
に
ブ

レ
ー
キ
の
付
い
た
１
人
乗
り
と
し

ま
す
。

〆
５
月
１８
日
㈭

申
交
流
セ
ン
タ
ー
ユ
ピ
オ
ま
た
は

ス
ポ
ー
ツ
エ
ン
ト
リ
ー

Ｈhttp://w
w

w.sportsentry.ne
.jp/問

交
流
セ
ン
タ
ー
ユ
ピ
オ

☎
７
９
５・２
０
０
３

◆◆
う
お
ぬ
ま
森
の
学
校
～
知

る
こ
と
で
見
え
て
く
る
あ

な
た
の
周
り
～

◎
自
然
観
察
会

日
５
月
２８
日
㈰
８
時
３０
分
～
１１
時

※
雨
天
決
行

場
響
き
の
森
公
園
泉
沢
里
山
生
態

園
「
東
屋
」
集
合

内
一
本
杉
遊
歩
道
と
林
泉
庵
ブ
ナ

林
の
中
を
歩
き
自
然
の
観
察
、
学

習
を
し
ま
す
。

講
富
永
弘
さ
ん

￥
３
０
０
円
（
資
料
代
込
み
）

持
飲
み
物
、
帽
子
、
長
袖
・
長
ズ

ボ
ン
等
動
き
や
す
い
服
装

〆
５
月
２５
日
㈭

申
魚
沼
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

☎
７
９
２・１
３
３
６

℻
７
９
２・６
７
７
６

Ⓑ
班
︙
白
馬
五
竜
高
山
植
物
園
散

策
（
運
動
靴
可
）

・
宿
泊
︙
ホ
テ
ル
グ
リ
ー
ン
プ
ラ

ザ
白
馬　
　

⃝

１９
日
︙
日
本
海
を
見
な
が
ら

北
陸
本
線
廃
線
跡
を

６．５
キ
ロ
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

講
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
タ
ッ
フ
４
人

対
Ⓐ
班
︙
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
入
門

Ⓑ
班
︙
ウ
ォ
ー
ク
ン
グ
程
度

定
先
着
４０
人

￥
ｅ
ス
ポ
会
員
︙
２
１
、０
０
０

円
、
一
般
︙
２
２
、０
０
０
円

※
１
泊
夕
朝
食
、
ゴ
ン
ド
ラ
リ
フ

ト
、
入
場
料
含
む
交
通
費
込
み

持
登
山
用
具
及
び
初
日
昼
食

〆
定
員
に
な
り
次
第

申
問
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
魚
沼

☎
７
９
３・７
１
６
６

（
８
０
０
字
以
内
）
を
６
月
１０
日

㈯
ま
で
に
提
出

⃝

２
次
選
考
︙
筆
記
試
験

日
７
月
１
日
㈯

場
魚
沼
市
内

・
３
次
選
考
︙
面
接
試
験

日
８
月
上
旬

場
魚
沼
市
内
そ
の
他

他
く
わ
し
く
は
医
療
公
社
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

申
問
魚
沼
市
医
療
公
社
・
荒
井　

☎
７
９
３・７
３
４
８

Ｈhttp://w
w

w.uonum
a-m

ed-
ical.jp/

（
４
枚
ま
で
） 

⑦
後
援
会
資
料
請

求
（
す
る
・
し
な
い
）
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

・返
信
表
面
に
返
信
先
（
ご
自
分
）

の
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

〆
６
月
７
日
㈬
必
着

他
ご
招
待
の
可
否
を
返
信
用
ハ
ガ

キ
で
通
知
（
６
月
１２
日
㈪
予
定
）

し
ま
す
。
観
戦
当
日
に
返
信
ハ
ガ

キ
を
持
参
の
上
、
デ
ン
カ
ビ
ッ
グ

ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
Ｅ
ゲ
ー
ト
前

広
場
「
チ
ケ
ッ
ト
引
換
所
」
に
て

チ
ケ
ッ
ト
と
引
き
換
え
て
く
だ
さ

い
。

申
〒
９
５
０・
０
９
５
４
新
潟
市

中
央
区
美
咲
町
２
丁
目
１
番
１
０

号
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
後
援
会

「
試
合
観
戦
ご
招
待
」
係

問
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
後
援

会
・
村
山　

☎
０
２
５・２
８
２・０
０
１
１
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 ５月 16 日～３１日 行事カレンダー
16 火

17 水
献血（9:30 ～ 11:30/ 市役所湯之谷庁舎）
献血（13:30 ～ 15:00/ 北魚沼農協本店）
ブックスタート小出（13:00/ 子育て支援センター
ぱぴぷ）

18 木

19 金

20 土

21 日
リサイクルハウス（13:00 ～ 15:00/ エコプラント隣）
本とあそぼう！全国訪問おはなし隊（15:00/ 広神
コミュニティセンター）
魚沼市民茶会（9:30/ 小出郷文化会館）

22 月

23 火

24 水

25 木 年金相談日（10:00 ～ 15:00/ 小出ボランティアセンター）
要予約：長岡年金事務所☎ 0258･88･0006

26 金 魚沼映画の専門店「スプリング、ハズ、カム」
（① 19:00/ 小出郷文化会館）

27 土
ブックスタート広神（10:00/ 広神図書館）
魚沼映画の専門店「スプリング、ハズ、カム」

（① 10:00 ② 14:00 ③ 19:00/ 小出郷文化会館）

28 日 魚沼映画の専門店「スプリング、ハズ、カム」
（① 10:00 ② 14:00/ 小出郷文化会館）

29 月

30 火

31 水

市報うおぬま　2017.5.10 　

◆◆
用
水
路
や
た
め
池
で
の
水

難
事
故
防
止
の
お
願
い

　

雪
解
け
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら
用

水
路
や
た
め
池
は
農
作
業
で
水
を

た
く
さ
ん
使
う
の
で
、
水
量
が
増

え
て
大
変
危
険
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
近
く
で
遊
ば
な

い
よ
う
に
、
ま
た
不
用
意
に
近
づ

か
な
い
よ
う
に
、
ご
家
庭
・
地
域

◆◆
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー

ル
ＩＴ
活
用
基
礎
科
６
月
入

校
生
募
集

期
６
月
２７
日
㈫
～
１０
月
２０
日
㈮

９
時
～
１５
時
４０
分
（
平
日
）

※
期
間
中
数
回
土
曜
日
も
あ
り

場
キ
ャ
リ
ア
・
ス
テ
ッ
プ
魚
沼
教

室
（
魚
沼
市
建
築
組
合
２
階
）

対
Ｐ
Ｃ
操
作
お
よ
び
Ｉ
Ｔ
分
野
の

知
識
・
技
能
を
習
得
し
、
就
職
を

希
望
す
る
人

定
１５
人

￥
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
等
自
己
負
担
あ
り

〆
６
月
６
日
㈫

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
こ
い
で

問
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

☎
７
９
４・２
４
１
０

◆◆
長
岡
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「
魚
沼
サ

テ
ラ
イ
ト
（
出
張
相
談
）」

　

就
職
に
悩
み
を
抱
え
る
若
者
を

対
象
に
、
専
門
相
談
員
が
相
談
支

援
を
行
い
ま
す
。
相
談
は
１
回
５０

分
程
度
で
す
。

日
６
月
８
日
㈭

◆◆
厚
生
労
働
省
主
催　
　
　

　

慰
霊
巡
拝
事
業

日
８
月
か
ら
来
年
３
月

場
沿
海
地
方
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
硫
黄
島
、

ト
ラ
ッ
ク
諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
他

申
問
新
潟
県
福
祉
保
健
部
福
祉

保
健
課
援
護
恩
給
室

☎
０
２
５・２
８
０・５
１
８
０

◆◆
自
動
車
税
（
普
通
車
・
県

税
）
の
納
期
限
は
５
月
３１

日
㈬
で
す

　

自
動
車
税
は
、
金
融
機
関
や
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
地
域
振

興
局
県
税
部
窓
口
で
納
付
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト(Ya

hoo!

公
金
支
払
い)

を
利
用
し

て
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
（V

ISA
M

asterC
ard

・JC
B

・A
m

erica

◆◆
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
新
潟

受
講
生
募
集
（
７
月
生
）

⃝

募
集
科
名
︙
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
Ｄ
Ｃ
科

（
１８
人
）、
金
属
加
工
科
（
１５
人
）、

電
気
設
備
技
術
科
（
１５
人
）、
ビ

ル
設
備
科
（
１８
人
）、
住
宅
建
築

デ
ザ
イ
ン
科
（
１５
人
）

⃝

訓
練
期
間
︙
７
月
４
日
㈫
～
１２

月
２７
日
㈬
９
時
３０
分
～
１５
時
４０
分

場
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
新
潟
（
長

岡
市
住
吉
３
丁
目
１
番
１
号
）

対
技
能
・
知
識
を
身
に
つ
け
て
再

就
職
を
目
指
す
人

￥
無
料
（
教
科
書
代
等
は
有
料
）

〆
６
月
５
日
㈪

他
入
所
選
考
︙
６
月
１２
日
㈪

申
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
新
潟

☎
０
２
５・３
３・２
７
３
３

◆◆
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

内
信
濃
川
、
魚
野
川
の
河
川
愛
護

活
動
や
、
日
常
生
活
の
範
囲
で
知

り
得
た
地
域
情
報
等
に
つ
い
て
月

１
回
の
定
期
報
告
と
随
時
報
告
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
報
告
内
容
は
公
開
す
る
場
合
あ
り

・
任
期
︙
平
成
２９
年
７
月
１
日
～

平
成
３０
年
６
月
３
０
日

・
手
当
︙
月
額
４
、５
８
０
円

・
募
集
人
員
︙
若
干
人

資
満
20
歳
以
上
の
健
康
な
人
※
く

わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

〆
６
月
２
日
㈮

申
５
月
３０
日
㈫
ま
で
に
応
募
用
紙

を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

申
問
信
濃
川
河
川
事
務
所
占
用
調

整
課
「
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集
」

◆◆
休
日
労
働
ト
ラ
ブ
ル
相
談
会

　

労
働
者
、
事
業
主
を
問
わ
ず
、

◆◆
ふ
る
さ
と
越
後
の　
　
　

家
づ
く
り
事
業
補
助
金

　

県
で
は
、
越
後
杉
ブ
ラ
ン
ド
認

証
材
を
一
定
量
以
上
使
用
し
た
住

宅
建
設
や
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
し
て

補
助
し
ま
す
。

対
申
請
年
度
中
に
越
後
杉
ブ
ラ
ン

ド
認
証
材
の
納
材
が
完
了
す
る
住
宅

⃝

申
請
者
︙
新
潟
県
内
に
事
業
所

を
有
す
る
大
工
・
工
務
店

⃝

補
助
額
︙
木
材
の
使
用
量
に
よ

り
１０
万
円
～
４０
万
円

⃝

加
算
額
︙
建
築
主
が
３５
歳
未
満

の
場
合
（
１０
万
円
）
や
県
産
瓦
、

県
産
畳
等
を
施
工
す
る
場
合
な
ど

条
件
を
満
た
す
場
合
は
、
最
大

５９
万
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

問
南
魚
沼
地
域
振
興
局
林
業
振
興
課

☎
０
２
５・７
７
２・８
２
６
２

◆◆「
う
お
ぬ
ま
緑
と
森
の
連
絡

協
議
会
」
発
足
記
念
講
演
会

　

に
い
が
た
緑
の
百
年
物
語
県
民

運
動
を
盛
り
上
げ
る
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。
森
か
ら
地
域
を
元
気

に
！
協
議
会
員
に
よ
る
活
動
発
表

も
あ
り
ま
す
。

日
５
月
２２
日
㈪
１４
時
～
１６
時

場
十
日
町
市
道
の
駅
ク
ロ
ス
テ
ン

演
「
魚
沼
地
域
の
森
林
の
特
性
と

こ
れ
か
ら
（
仮
）」

講
紙
谷
智
彦
さ
ん
（
新
潟
大
学
教

授
）

対
自
然
や
森
林
に
興
味
あ
る
人
な

ら
ど
な
た
で
も

問
南
魚
沼
地
域
振
興
局
林
業
振
興
課

☎
０
２
５・７
７
２・８
２
６
８

◆◆
久
し
ぶ
り
の
湯
沢
高
等　

学
校
同
窓
会

　
恩
師
、
友
人
に
声
を
か
け
て
お

集
ま
り
く
だ
さ
い
。

日
７
月
１
日
㈯
１７
時
３０
分
か
ら

場
石
打
ユ
ン
グ
パ
ル
ナ
ス

￥
６
、０
０
０
円
（
記
念
写
真
代

等
含
む
）

〆
６
月
１３
日
㈫
２０
時

申
問
同
窓
会
長
・
村
山

☎
０
９
０・６
２
２
８・３
４
１
３

職
員
幹
事
・
笠
井

☎
０
９
０・１
６
０
７・０
２
０
８

nExpress

・
ダ
イ
ナ
ー
ス
）
で

も
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
６
月
１
日
㈭
以
降
、

コ
ン
ビ
ニ
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
納
期
内
の

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

他
普
通
車
の
減
免
申
請
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
南
魚
沼
地
域
振
興
局
県
税
部
収

税
課

☎
０
２
５・７
７
２・２
６
６
５

係（
長
岡
市
信
濃
1
丁
目
5
番
30
号
）

☎
０
２
５
８・３
２・３
２
６
８

℻
０
２
５
８・３
４・９
０
４
０　

の
皆
さ
ん
か
ら
も
声
か
け
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
魚
沼
地
域
振
興
局
農
業
振
興
部

☎
０
２
５・７
９
２・７
８
２
５

①
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

・
１０
時
～
１２
時

②
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
こ
い
で

・
１３
時
～
１４
時

対
１５
～
３９
才
の
働
く
こ
と
に
悩
み

を
抱
え
て
い
る
若
者

※
家
族
か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け

ま
す

申
長
岡
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
※
要
電
話
予
約

☎
０
２
５
８・８
６・７
７
３
０

労
働
委
員
会
の
委
員
が
、
労
使
間

の
問
題
解
決
に
向
け
て
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
い
ま
す
。
秘
密
は
固
く
守

り
ま
す
。

日
５
月
２８
日
㈰
１３
時
３０
分
～
１６
時

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す

場
新
潟
県
庁
１６
階
新
潟
県
労
働
委

員
会

￥
無
料

内
解
雇
、賃
金
未
払
い
、退
職
金
、

パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
の
労
使
間
ト
ラ
ブ

ル
に
つ
い
て
の
相
談

申
県
労
働
委
員
会
事
務
局
総
務
課

☎
０
２
５・２
８
０・５
５
４
４

問 危機管理室　☎ ７９２・９２１４

随時受付中

※申請書は、市役所各庁舎にあるほか、市ホームページからダウンロードできます

◆防災ラジオの申請方法

市では希望者に防災ラジオ（受信機）を配付しています
　市では防災ラジオ（受信機）の貸与を行っています。お申し込みがまだの人は、申請書に
必要事項を記入のうえ、お近くの市役所各庁舎へ提出してください。
　貸与は、原則１世帯につき１台となります。
　なお、転出・転居される場合は届出が必要となります。（不用になった場合は返却をお願いします。）
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市
報
ク
イ
ズ

今
月
の
市
報
を
読
ん
で
答
え
よ
う
！

ＱＡ

表
紙
の
写
真

編
集
後
記

次号の市報うおぬま（お知らせ版）の嘱託員への配布日は、５月２５日（木）です。

　
街
灯
に
寄
っ
て
く
る
ク
ワ
ガ
タ
や

カ
ブ
ト
ム
シ
を
、
夜
、
父
親
と
胸
を

躍
ら
せ
集
め
て
回
っ
た
日
々
は
遠
い

昔
。
今
で
は
、
昆
虫
と
も
す
っ
か
り

縁
遠
く
な
り
、
自
然
に
分
け
入
る

機
会
も
数
少
な
に
。
一
方
で
、「
春

う
ら
ら
の
中
、
う
ど
の
天
ぷ
ら
で
一

杯
で
き
た
ら
最
高
だ
ろ
う
な
」
と

山
菜
に
興
味
が
わ
く
４０
代
。「
理
由

は
な
ん
で
も
い
い
。
と
に
か
く
豊
か

な
自
然
に
触
れ
よ
う
」
と
自
分
に

言
い
聞
か
せ
た
、「
自
然
環
境
保
全
」

特
集
校
了
の
午
後
。（
Ｍ
）

　
５ｍ
以
上
も
立
ち
上
る
炎
を
か
い

く
ぐ
り
、
Ｆ
Ｍ
Ｘ
ラ
イ
ダ
ー
が
繰
り

出
す
技
の
数
々
。
人
は
本
能
的
に
火

に
興
奮
す
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
ま

さ
し
く
そ
の
通
り
。
炎
と
バ
イ
ク
が

駆
り
立
て
る
観
客
の
大
歓
声
を
背

に
、
決
定
的
な
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
ま

い
と
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
指
に
力
が

入
り
ま
す
。
市
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
を
、
見
逃
し

て
し
ま
っ
た
人
は
来
年
は
ぜ
ひ
！

①
４１
・
９
％

②
４４
・
３
％

③
４４
・
９
％

　
平
成
２５
年
度
の
魚
沼
市
特
定
健
診
で
、

５０
代
の
受
診
率
は
何
ポ
イ
ン
ト
で
す
か
？

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
「
５
０
０
円
分
図
書
カ
ー

ド
」
を
５
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
答
え
と
市
報

の
感
想
等
を
お
書
き
の
う
え
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
明
記
し
、
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
５
月
２５

日
㈭
ま
で
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

市報うおぬま　2017.5.10 　

　 
うおぬま　

食美　　 品逸
　市内の美味しい食や魚沼ブランド推奨品などを紹
介する新コーナー。今号は、すっきりとした味わい
の「魚沼産コシヒカリ玄米茶」をご紹介します。

　NO．4

　魚沼産コシヒカリと
宇治茶をブレンドした
魚沼産コシヒカリ玄米
茶。「通年でお客様に
喜んでもらえる商品を
つくりたい」という北

魚沼農業協同組合の熱い想いが開発のきっかけです。
　スタッフで何度も試飲を繰り返し、材料の割合につ
いて検討を重ね、すっきりした味で癖が無く子どもか
ら大人まで飲みやすい玄米茶が完成しました。現在は
市内はもちろんのこと、遠方の米卸売業者からも取り

扱いの要望が来ているそうです。これからますます
水分が必要な季節。農作業や学校行事、アウトドア
など、使える場面は様々です。ぜひご愛飲ください。

※「うおぬま百菜花ん」や市内
　Ａコープで絶賛販売中！

30

１本（120 円）からお買い求め
いただけますが、箱買い（24 本
入り、2,400 円）だとさらにお
得ですよ。

ＪＡ北魚沼農産物直売所 館長 皆川 直樹 さん

ご
め
い
ふ
く
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

※届出いただくときに、同意のあった方を掲載しています。

覺張　重雄　雁坂下　　　　９１歳
髙橋　作治　小平尾　　　　９３歳
佐藤　清史　滝之又　　　　８９歳
加藤　サダ　並柳　　　　１０１歳
坂西　フヂ　和田　　　　１０１歳
酒井　德一　小庭名　　　　９５歳
椛澤　　勇　新保　　　　　７５歳
五十嵐美代　西村　　　　　８５歳
土田ツヨシ　西村　　　　　９５歳
大平　　悟　守門宮原　　　８５歳
橘　　光枝　守門宮原　　　９８歳
渡邉　京策　渋川　　　　　８５歳
大平　和彦　長鳥　　　　　６２歳
櫻井　吉春　高倉　　　　　５６歳
大島　ミイ　大栃山　　　　９５歳
五十嵐ヤイ　田小屋　　　１０２歳
浅井　隆之　中手原　　　　８２歳

中澤　作間　小町　　　　　９２歳
山本勝三郎　堀之内宮原町　７０歳
本田　　勝　西栄町　　　　８２歳
山本　正平　浦之島　　　　９５歳
髙橋マツノ　山ノ手町一　　８９歳
関　たみ子　吉水　　　　　６６歳
星野　喜代　新田　　　　１０３歳
八木　幸子　下島一　　　　８０歳
森山　トク　舟山　　　　　８７歳
桑原　又司　横町１丁目　　９０歳
吉澤　清枝　小出栄町　　　７８歳
長谷川勇二　羽根川三　　　７８歳
桜井彦兵衛　青島中　　　　８８歳
星　　ヨイ　干溝　　　　　８７歳
杵渕　ミヨ　上ノ原　　　１０１歳
大橋　弘美　井口　　　　　７６歳
櫻井　タツ　七日市　　　　９６歳
星　登一郎　湯之谷芋川　　９５歳
石川　静子　大湯温泉　　　９９歳
佐藤ミヨ子　金ケ沢　　　　６６歳
佐藤　サキ　金ケ沢　　　　８８歳
目黒　トシ　田中　　　　　９５歳
風間　金松　栗山　　　　　９３歳
石嘉　正人　雁坂下　　　　５６歳

浅井　　凛
りん

　裕一・昌子　堀之内宮原町
泉田條

じょうたろう
太郎　光生・望美　山ノ手町一

絹谷　梛
た お

央　直也・瞳　　　　田戸
伊藤　莉

り の
乃　勇人・神奈子　羽根川三

渡辺　芽
め い

依　奨・眞絵　　　　向山
阿部　湊

み な と
人　昭彦・加奈恵　古新田

村山　蒼
あ お と

斗　愁・菜摘　　　南新町
廣井　彩

あ や な
愛　隼人・美砂子　　中原

廣井　依
い ち か

愛　隼人・美砂子　　中原
上村　瑠

る か
華　健人・優美　　原虫野

大平　奏
か な め

芽　祥・捺希　　　　井口
岡部　壱

い ち た
太　豊・美香　　　　吉田

山本　惠
け い と

仁　良・美咲　　　　並柳
泉田　想

そ ら
愛　友之・祐樹　　　中島

小幡　一
か ず ま

満　智憲・弥生　　　新保
櫻井　未

み く
空　一海・麻子　　一日市

榎本琥
こ た ろ う

汰朗　隆太・優菜　　　細野
齊藤　桃

も も か
華　伸也・知美　　　大倉

遠山　陽
は る と

音　祥悟・香穂里　　高倉
浅井　泰

たいせい
正　昌宏・菜美子　　末沢

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

人口と世帯数（Ｈ２９．４．１）
人口 うち外国人 増減

男 18,203     43   -70
女 19,080   128   -64
計 37,283   171 -134

世帯数 13,263      0

（３月２１日～４月２０日届出分）ひとのうごき

〠 946-8601　
住所：小出島 130-1
　総務課「市報クイズ係」 宛
ＦＡＸ：
　０２５－７９２－９５００
Ｅメール：
   koho@city.uonuma.niigata.jp

市報クイズの応募は
　　　　　　こちらまで

　

前
回
の
正
解
は
、「
③

４．７
％
」
で
し
た
。
当
選
は
次

の
皆
さ
ん
で
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

※
応
募
総
数
：

２０
通
（
う
ち
正
解
数
：

１９
）

　
小
玉
由
紀
子　
さ
ん

　
小
山　
サ
ツ　
さ
ん

　
桜
井
房
太
郎　
さ
ん

　
田
中　
キ
ヨ　
さ
ん

　
渡
辺　
康
介　
さ
ん

お知らせ版

乳幼児健診
種 類 対象生年月日 期 日 受 付 会 場

乳児（４か月児） 平成 29 年２月 29 日
㈭

13:00
～

13:15

子育て支援セ
ンターぱぴぷ

1 歳６か月児 平成 27 年 11 月 ７日
㈬

湯之谷
保健

センター
２歳児 平成 27 年６月 14 日

㈬

３歳児 平成 26 年６月 21 日
㈬

持・母子健康手帳、問診票、オムツ等の着替え
他・日程変更をご希望の場合は、事前にご連絡ください。
　・感染症にかかっている、またはその疑いがある場合
　　はご連絡のうえ、治ってからお越しください。

子育て支援センターぱぴぷ　☎ 792・6356
名　称 日　時 内　容

広場開放 月～金 9:00 ～ 16:00 自由遊びなど

ぴよぴよタイム 月～金 10:45 ～ 11:00 手遊び・ふれあい体操

土曜開放 毎週土曜 9:00～ 11:30 広場を開放します

身長・体重計測 毎週月曜 9:00 ～ 12:00 ／ 13:00 ～ 15:00

栄養相談
（栄養士同席）

12 日㈪ 10:00 ～　
11:30

離乳食や食事の
相談ができます。19 日㈪

堀之内なかよし保育園　　☎ 794・6161　
名　称 日　時 内　容

広場開放 月～金9:00 ～ 15:00 自由遊び、
ふれあい体操など

すくすく広場（出張親子ふれあい広場）  
会　場 日　時 内　容

入広瀬保健センター ９日㈮ 10:00～ 11:00 新聞紙で遊ぼう

親子ふれあい広場６月 問健康増進室
☎ 792・9763

６月 児幼 健 診 等乳

離乳食講習会・１歳よちよち教室
事業名 対象（対象外でも可） 期 日 受 付 会 場

離乳食講習会
ステップ１

H29 年３月生の
乳児の養育者

６日
㈫ 9:30

～
9:45

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぱ
ぴ
ぷ

離乳食講習会
ステップ２

H28 年 11 月生の
乳児の養育者

13 日
㈫

離乳食講習会
ステップ３

H28 年８月生の
乳児の養育者

26 日
㈪

13:30
～

13:45
1 歳

よちよち教室
（親子遊び、仕上げ

みがきなど）
平成 28 年６月生 27 日

㈫
9:15
～

9:30

持・母子健康手帳　・オムツ等の着替え
◎育児相談は、各会場で随時受け付けています。

・個人通知はありません。

問子ども課
☎ 794・6027

すもんこども園　　　☎ 797・2002　
名　称 日　時 内　容

広場開放 月～金8:30 ～ 11:30 自由遊び、
ふれあい体操など

・6 月 29 日㈭は、4 か月健診のため午後からお休みとなります。
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こ
の
広
報
紙
は
古
紙
パ
ル
プ
配
合
率
８０
％
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
広
報
紙
は
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

 小学生とその保護者を対象にして農業体験等の活動を
行います。市内で生産される農産物の生産現場での体験
や、施設見学等を行います。市内で生産される農産物を
知り、食べることの楽しさや食物に対する感謝の気持ち
を、子どもたちと一緒に育みませんか？

内シリーズで農業体験などの活動をします。参加費は無
料ですが、ウィンナー作りの材料費（500 円程度）が
必要です。
期６月～１１月まで下記のとおり　
　各回：午前９時にＪＡ北魚沼湯之谷支店集合
　原則午前 11 時 30 分解散
対市内小学生及び保護者　募集２５名
申食まちうおぬまネットワーク推進協議会事務局
　（健康増進室　食のまちづくり推進係）
　☎７９２－９７６３

日　程 内　容
 6 月 24 日㈯ 田んぼの生き物調査
 8 月   5 日㈯ スイカほ場・選果場見学
 9 月 30 日㈯ 深雪なすほ場・集荷場見学・稲刈り見学
11月 11 日㈯ ＪＡ米穀雪室貯蔵庫の見学、ウィンナー

作り（500 円）・試食

ＪＡ北魚沼コラボ企画

スマホで
簡単申込ができます！

No.13

食まちうおぬま
レ・シ・ピ

パン粉　　　　　　少々
粉チーズ　　　小さじ２
白ワイン　　　大さじ２
カレー粉　　　小さじ１
水　　　　　　大さじ４

アスパラのカレーパン粉炒め（副菜）

①アスパラは包丁で食べやすい大きさに切り、にん
にくはみじん切りにする。
②フライパンを熱して、オリーブ油とにんにくを入
れて弱火にかける。
③香りが出てきたらアスパラを入れて炒め、油がま
わったら A を加える。（白ワインがなければ調理酒）
④水分がなくなってきたら、塩とこしょうを加えて、
仕上げにパン粉と粉チーズを入れて和える。

作り方

魚沼市食生活改善推進員協議会

エネルギー　71kcal　　　　たんぱく質　2.2 ｇ
炭水化物　3.3 ｇ　  脂質　5.2 ｇ　塩分　0.4 ｇ

< 旬の食材で減塩 >

　旬の食材は、甘味や香りなどが豊かで一番おいしい時期です。

　調味料は控えめにして、素材そのものの風味やうまみを味わう

ことで、季節の味が感じられます。

材料（４人分）
アスパラ　　　　　８本
にんにく　　　　１かけ
オリーブ油　　大さじ２
塩　　　　　　　　少々
こしょう　　　　　少々

A


